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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
市
政
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
、

三
次
の
未
来
を
拓
い
て
い
く
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
こ
と
を
、
改
め
て
決
意
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

昨
年
も
、
皆
様
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、
子
育

て
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
、
住
み
や
す
く
安
心
し

た
生
活
を
支
え
る
施
策
と
、
道
路
、
下
水
道
の
整
備

な
ど
の
生
活
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
皆
様
と
の
対
話
の
中
で
、
合
併
か
ら
13
年
が
経

三
次
市
長
　
増ま

す

田だ

　
和か

ず

俊と
し

平成30（2018）年  

過
し
て
も
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感

し
な
が
ら
、
ご
要
望
に
少
し
ず
つ
で
も
お
応
え
し
て

い
く
と
い
う
姿
勢
を
職
員
と
共
有
し
て
、
市
政
を
進

め
て
き
た
一
年
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
子
育
て
の
分
野

で
は
、室
内
で
遊
べ
る
施
設「
み
よ
し
森
の
ポ
ッ
ケ
」

が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
み
よ
し
あ
そ
び

の
王
国
」と
合
わ
せ
て
、
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
と
し
て
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
皆
様
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

教
育
の
分
野
で
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
県
立
中

高
一
貫
教
育
校
の
誘
致
が
実
現
し
、
来
春
に
は
三
次

高
等
学
校
に「
県
立
中
学
校
」が
開
校
し
ま
す
。
12

月
に
制
定
し
ま
し
た「
三
次
市
子
ど
も
の
未
来
応
援

宣
言
」に
基
づ
く
施
策
と
合
わ
せ
て
、
三
次
で
生
ま

れ
育
つ
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
し
、

希
望
を
支
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
立
地
も
順
調
に
進
み
、
有
効
求
人
倍
率
も
高

水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
雇
用
の
場
も
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
11
月
に
は「
若

者
へ
の
就
職
支
援
」
、「
女
性
の
活
躍
促
進
」な
ど
の

効
果
を
期
待
し
て
、
県
内
の
自
治
体
で
初
め
て
、
広

島
労
働
局
と
雇
用
対
策
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
は
、「
陸
上
」と「
野
球
」の

２
競
技
に
つ
い
て
、
メ
キ
シ
コ
選
手
団
の
事
前
合
宿

が
決
定
と
い
う
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
た
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
、
５
月
の
プ
ロ
野
球
公
式
戦
を
は

じ
め
、７
月
に「
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
」、８
月
に
は「
全

国
川
サ
ミ
ッ
ト
」
、
そ
し
て
８
月
下
旬
か
ら
、
メ
キ

シ
コ
選
手
団
の
合
宿
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
相

次
ぎ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
と
、
建
設
中
の
三

次
地
区
拠
点
施
設
な
ど
５
つ
の
拠
点
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
効
果
を
組
み
合
わ
せ
、「
発
信
の
年
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
広
く
全
国
に
向
け
て
三
次
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
皆
様
が
意
欲
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
、

地
域
の
熱
意
と
個
性
の
あ
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と

で
、「
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
日
頃
の
市
政
へ
の
お
力
添
え
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新年のごあいさつ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
広
島
東
洋
カ
ー

プ
が
連
続
リ
ー
グ
優
勝
し
、
一
昨
年
に
引
き
続

き
、
大
き
な
感
動
を
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
係
る
メ
キ
シ
コ

選
手
団
の
事
前
合
宿
に
関
す
る
個
別
競
技
の
具
体
的

な
合
宿
地
が
決
定
し
、三
次
市
は
、「
陸
上
」と「
野
球
」

の
合
宿
地
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
事
前

合
宿
誘
致
三
次
市
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
事
前
合

宿
受
け
入
れ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
、

三
次
市
議
会
議
長
　
亀か

め

井い

　
源げ

ん

吉き
ち

市
民
の
機
運
醸
成
を
図
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
確

実
に
捉
え
、
更
な
る
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
広
島
県
立
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
の
本

市
へ
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
教
育
の

選
択
肢
が
増
し
、
市
内
外
で
活
躍
す
る
人
材
が
育
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
へ
と
つ
な
が
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、「
三
次
市
子
ど
も
の
未
来
応
援
宣
言
」を

も
と
に
全
力
で
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

市
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き「
情
報
公
開
」「
市
民
参
加
」「
政

策
立
案
」を
柱
に
議
会
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
運
営
の
効
率
化
に
向
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
を
研
究
し
始
め
て
か
ら
３
年
を
経
て
、
昨
年
４
月

か
ら
本
会
議
・
委
員
会
で
の
使
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
種
通
知
、
議
案
等
を
デ
ー
タ

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
議
員
間
等
の
情
報
共
有

の
迅
速
化
、地
域
住
民
へ
の
説
明
等
の
様
々
な
議
会
・

議
員
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
市
内
の
三
次
高
等
学
校
、
三
次

青
陵
高
等
学
校
、
日
彰
館
高
等
学
校
の
高
校
生
約

５
０
０
人
と
政
治（
議
会
）に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
意
見
交
換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
の
課
題
や
学
校
・
地
域
に

つ
い
て
の
新
し
い
発
想
な
ど
の
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
昨
年
で
11
回
目
を
迎
え
た「
議
会
報

告
・
懇
談
会
」で
は
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
初
め
て
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

議
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
す
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、
議
員
任
期
４
年
の
折
り
返
し
と
な
る
た

め
、
正
副
議
長
・
常
任
委
員
会
の
改
選
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

市
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
、
ま
た
、
民
意
を
市
政

に
反
映
す
る
た
め
に
議
員
一
同
、
活
動
の
質
や
政
策

形
成
能
力
な
ど
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
、
市
民
の
皆

様
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
す
ば

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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C O N T E N T S
もくじ 2 0 1 8

「三次人形」
絵付け作業

今月の表紙

三次人形は、江戸時代から作り始めたと伝えられ、独
特の光沢から、別名「 光

ひかり

人形」とも呼ばれています。現
在、三次人形六代窯元の丸

まる

本
もと

垚
たかし

さんによって、約140種
類のうちの約50種類が作られています。表紙の写真は、
三次人形の一つ「狆

ちん

犬」の絵付け作業を写した１枚。今
回、昔から縁起の良い犬として親しまれている「狆犬」
を干

え

支
と

の戌
いぬ

として作られたそうです。上の写真は、赤や
青などの泥絵の具で色鮮やかに絵付けされた愛嬌のある
人形が丸く並べられた様子。「皆さんに良い縁のある年
になるように」との思いを込めて、一つひとつ丁寧に絵
付けされていました。

02 平成 30 年　新年のごあいさつ
04 PICK UP

▶みよしグルメスタンプラリー実施中！
▶みよし教育フェスタ 開催！
▶「みよし 森のポッケ」木のおもちゃセミナー
▶ 「三次市健康づくり推進計画（案）」等への 

意見募集（パブリックコメント）
▶「まちづくり講演会」を開催します
▶ 三次市まち・ゆめ基本条例の検証をしています

10 みよしスペシャルトピックス
11 みよしで暮らそう！
12 みよしもののけものがたり
13 障害を知り共に生きる
14 エコでいこう！
15 すこやか情報
18 子育て応援隊
19 インフォメーション
25 きりこちゃんオススメ ! おでかけガイド
28 各種相談
30 スポーツ大好き！
31 図書館ニュース・人口ほか
32 がんばれ！三次の女性・若者・シニア起業家

1月

みよしグルメスタンプラリー

問 三次市観光キャンペーン実行委員会（観光スポーツ交流課内）
 　☎0824-64-0066　 0824-62-6235

●特　　典　�協賛店で食事や買い物をして専用の用紙にスタンプ
を集めて応募すると、抽選で20人に三次の特産品
をプレゼントします。

●応募期限　３月31日（土） ※最終日の消印まで有効
協賛店など、詳しくは、

検 索

「地産地消の店」と「霧のまちのぐるめぐり」認定店のうち43
店舗の協賛店を巡り、三次の“おいしい”を満喫する「みよしグル
メスタンプラリー」を実施中です。

また、H
ヒ ロ シ マ
iroshima F

フ リ ー
ree W

ワイファイ
i-Fi※のポータルページから電子パ

ンフレットをスマートフォンに簡単に取り込むことができるサー
ビス「ささっとパンフ」に協賛店の情報を掲載しています。パン
フレットを取り込めば、インターネット接続ができない環境でも

「みよしグルメスタンプラリー」の情報をいつでも確認すること
ができます。スタンプラリーで三次のグルメを満喫しましょう！
※県内全域で導入が進められている無料公衆無線LANサービス
　接続場所 三次市交通観光センター・君田温泉森の泉

実施中！
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みよし教育フェスタ 開催！ 参加自由

問 学校教育課教育指導係 　☎0824-62-6187　 0824-62-6288

●と　き
　１月28日（日）
　10時～16時30分
●ところ　
　三次市民ホールきりり

みよし「夢人」
ふるさと三次が子どもを育て、

子どもがふるさとを愛し、

誇りに思い、

夢に向かって挑戦する

◆ 午前の部
【第１部】
10時～	 	 開会
10時15分～  高校生による「みよし『夢人』トーク」
高校生が夢をもち地域で暮らし、ふるさとが心のよりどころとなるために何をどう取り組めばよいかに
ついて、高校生・青年・大人それぞれの立場から思いや意見を出し合います。
◆ 午後の部
13時～  三次の子育て５か条「わが家の１か条」の表彰
社会教育委員会議では、家庭教育力の向上をめざし、啓発の一端を担うよう「三次の子育て5か条」にプ
ラス「わが家の1か条」を募集しました。
当日は、応募作品の中から優秀作品を表彰します。
　会場では作品の掲示も行いますので、家族のぬくもりや思いやりを感じさせる作品をぜひご鑑賞ください。
【第２部】
13時25分～  小中学生による学習発表
○ホタル学習 青河小学校　　○みよし版わくわく体験活動 田幸小学校
○小中一貫教育の取組〔スマイルキャンペーン〕 三和中学校区
市内の学校で取り組んでいる活動を紹介します。
今年度は、地域学習、3泊4日の宿泊体験活動、中学校区の小学校と中学校の合同活動の３つについて発表
します。
【第３部】
14時30分～  パネルディスカッション
○テーマ　 　みよし「夢人」　
○コーディネーター　　細

ほそ

川
かわ

　喜
き

一
いち

郎
ろう

さん（三次商工会議所会頭）
○パネラー　　山

やま

下
した

　由
ゆ

美
み

子
こ

さん（広島県立三次高等学校１年） 久
く

保
ぼ

田
た

　和
わ

子
こ

さん（こね森内科医院看護師）
 坂

さか

根
ね

　憲
のり

昭
あき

さん（田舎体験型民宿「菜の花畑」経営者） P
ポ ム

omuさん（三次市出身スマイルアーティスト）

 太
おお

田
た

　直
なお

幸
ゆき

さん（広島三次ワイナリー醸造長）
三次市在住・出身の高校生、保護者、地域の方など様々な立場の方が、三次の教育や子どもたちの未来に
期待することなどを語り合います。
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申・問 女性活躍支援課女性活躍支援係  〒728-8501　三次市十日市中2-8-1
　　　☎0824-62-6247　 0824-62-6300  josei@city.miyoshi.hiroshima.jp

おもちゃを通じた子どもとのコミュニケーション方法や子どもとの
関わり方を知って、子育てをもっと笑顔で、もっと楽しくしよう！
ぬくもりいっぱいの木のおもちゃの遊びかたも紹介します。

●講　師　石
いし

井
い

　今
き ょ う

日子
こ

さん
【プロフィール】
東京おもちゃ美術館 副館長、認定NPO法人芸術と遊び創造協会 子育て支援事業部部長。
 幼稚園教諭、保育士、子育て支援センターに勤務した経験を生かし、幅広い年代の人が楽
しめる東京おもちゃ美術館を設立。美術館の中の一部屋「赤ちゃん木育ひろば」を通じて、
日本の木の良さを伝える「木

もく
育
いく

」を広めている。Ｅテレ「すくすく子育て」出演。二児の母。

●申込締切　２月７日（水）必着
● 申込方法　次の事項をメール、郵送、FAX等で女性活躍支援課へお申し込み

ください。
　①保護者の情報　名前（フリガナ）、性別、年齢、住所、電話番号
　②お子さんの情報　名前（フリガナ）、性別、年齢　
　③ご希望の参加回（第１回または第２回）

●内　容
　お話「木のおもちゃで、にっこりほっこり子育て」
　 赤ちゃん～幼児期に、五感に優しい木のおもちゃ、生きる知恵を伝える伝

承遊び、身近な素材を使っての手作りおもちゃなどで、親子いっしょにた
くさん遊びましょう。森のポッケの木のおもちゃも紹介。パパママも実際
に遊んで、明日からの子育てを楽しく元気に！

※お話し中は、必要な場合は託児を行います。

　「みよし　森のポッケ」のおもちゃ体験
　「みよし 森のポッケ」のおもちゃで一緒にあそぼう！
　ぬくもりいっぱいの木のおもちゃの遊び方を紹介します。

●と　き　２月28日（水）
　第１回……10時～11時30分　（受付  9時30分～）
　第２回……13時～14時30分　（受付12時30分～）
　※第１回・第２回とも内容は同じです。

●ところ　三次市こどもの室内遊び場「みよし	森のポッケ」
●参加費　無料
●対　象　三次市内在住の６カ月～２歳までの子どもを含む親子　各回10組

※応募者多数の場合は、２月８日（木）に抽選を行い、当選者に参加証を郵送します。
※当選者以外の方にはご連絡が行きませんのでご了承ください。

木のおもちゃセミナー
～木のおもちゃで、にっこりほっこり子育て～
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申・問 三次市住民自治組織連合会事務局
　　　（地域振興課地域づくり係）
　　　☎0824-62-6395　 0824-62-6235

三次市住民自治組織連合会主催
「まちづくり講演会」を開催します

市民一人ひとりがまちづくりに参画し、活力に満ちたす
みよい地域社会をつくりあげていくために、まちづくり講
演会を行います。これからの農山村の定住と地域づくりに
ついて考えていきましょう。

●と　き　１月27日（土）13時30分～15時
●ところ　みよしまちづくりセンター　ぺぺらホール
●講演会
　テーマ　「田園回帰の時代
 ～地元に人と仕事を取り戻す～」　
　講　師　一般社団法人持続可能な地域社会総合研究所
　　　　　所長　藤

ふじ
山
やま

　浩
こう

さん
●入場料　無料

【プロフィール】
昭和34年、島根県益田市生まれ。一橋大学経済学
部卒業。博士（マネジメント）取得。㈱中国・地域
づくりセンター、島根県中山間地域研究センター等
を経て、平成29年より「一般社団法人持続可能な地
域社会総合研究所」設立、所長就任。現在、益田市
に、日本一の清流・高津川の河畔の岩山に新居を構
え、田園生活中。冬は、29年間にわたり、100％薪
ストーブで暖房。毎年６トンの薪割りが趣味。

※ 託児・要約筆記を必要とされる方は、１月17日（水）までに三次市住民
自治組織連合会事務局（地域振興課地域づくり係）にお申し込みください。

「三次市健康づくり推進計画（案）」・「三次市障害者計画（案）」・
「三次市第８期高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画（案）」
への意見募集（パブリックコメント）

●対　　　　 象  ・市内に在住・在勤の方、または市内の学校に在学の方
      ・市内に事業所または事業所がある個人、法人、その他の団体
●資 料 の 閲 覧  市役所本庁、各支所の窓口、市のホームページで閲覧できます。
●意見の提出方法  持参、郵送、FAXまたはメールのいずれかにより提出してください。

※郵送の場合は最終日の消印まで有効。FAX、メールの場合は送信記録が最終日までのものを有効とします。
●ご意見の取り扱い   お寄せいただいたご意見は市の考えとともに整理し、ご意見の内容のみを市

ホームページで公表します。
※個々のご意見に直接回答しませんのでご了承ください。

計画名 策定目的等 募集期間 応募・問

三次市健康づくり推進計画（案）
子どもから高齢者までのすべての世代に
対応した健康づくりの取組や、市民一人
ひとりの健康づくりをすすめるために本
計画を策定します。

1月10日（水）
　～1月29日（月）

健康推進課健康企画係
☎ 0824-62-6232

0824-62-6382
 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次市障害者計画（案）

障害のある人、一人ひとりが地域の一員
として尊重され、自己選択と自己決定の
もとに、安心して自分らしく自立した生
活を送ることができる地域社会の実現を
めざすために本計画を策定します。

1月17日（水）
　～2月5日（月）

社会福祉課障害者福祉係
☎ 0824-65-2051

0824-62-6285
 fukushi@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次市
第8期高齢者保健福祉計画・
第7期介護保険事業計画（案）

すべての高齢者が敬愛され、地域での活
躍の場を持ち、また、介護が必要となっ
たときにも、住み慣れた地域で尊厳を保
ちながら、安心して暮らし続けることが
できるまちづくりをすすめるために本計
画を策定します。

1月19日（金）
　～2月7日（水）

高齢者福祉課介護保険係
☎ 0824-62-6387

0824-63-2809
 koureisha@city.miyoshi.hiroshima.jp

３つの各計画の素案をまとめましたので、市民の皆さんのご意見を募集します。
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僕
は
、
こ
の
町「
三
次
」は
、
い
い
町
だ

と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、
地
域
の
人
た
ち

が
色
々
な
活
動
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

例
え
ば
、
自
分
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
と
き
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
祭
り
の
次
の
日

だ
っ
た
の
で
、
町
を
汚
さ
ず
、
き
れ
い
に
保

と
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
祭
り
に
も
た
く
さ
ん
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の

ク
ラ
ブ
、
人
と
交
流
す
る
の
に
、
と
て
も

い
い
と
思
い
ま
し
た
。こ
の
祭
り
は
、ず
っ

と
先
ま
で
続
い
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
他
に
も
、
花
植
え
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
祭
り
の
準
備
、
片
付

け
な
ど
も
、
地
域
の
み
ん
な
で
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な

で
準
備
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
み
、
み
ん

な
で
片
付
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
協
力
し

て
は
や
く
終
わ
る
し
、
地
域
の
人
と
の
絆

が
深
ま
る
の
で
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
あ
ま
り

参
加
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
し
っ
か
り
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
人
と
の
交
流
や
絆
を
深

め
た
り
、
こ
の
町
を
き
れ
い
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
を
よ
り
よ
い
地
域
に

し
て
い
く
た
め
に
、
自
分
一
人
が
大
切
な

こ
と
を
し
っ
か
り
自
覚
し
て
、
自
分
の
役

目
を
果
た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、「
三
次
」

が
よ
く
な
る
と
思
う
の
で
、
自
分
が
し
た

り
、
み
ん
な
に
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
き

た
い
で
す
。

三
次
市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
の
大
原
則

と
し
て「
三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
」を
制
定
し
、４

年
に
１
回
、
本
条
例
が
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
あ
る
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
検

証
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
証
で
は
、
市
長
へ
の
意
見
提
言
と
し
て
、

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
の
必
要

性
」、「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
役
と
し
て
の
職
員
の
意
識
醸

成
の
必
要
性
」な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
検
証
を
行
う
に
あ
た
り
、
本
条
例
に
関
す
る

市
長
と
市
内
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
や
中
学
生
か
ら
の

「
ま
ち
づ
く
り
作
文
」の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
３
回
に
わ
た
り
、
中
学
生
が
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
書
か
れ
た「
ま
ち
づ
く
り
作
文
」を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
の

検
証
を
し
て
い
ま
す

「 

こ
の
町
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に 

」

 

八
次
中
学
校
　
一
年
　
瀬せ

尾お

　
亮
り
ょ
う
介す
け  

さ
ん

ぼくたち
わたしたちは
地域づくりを
こう見ています

【
中
学
一
年
生
の
部
】

清掃活動の様子
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私
が
住
ん
で
い
る
三
良
坂
町
で
は
、
地

域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
と
し
て
、
学
校
の

授
業
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
小
学
生
の
時

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ピ
オ
ー

ネ
作
り
、
米
づ
く
り
、
沖
江
田
楽
、
そ
し

て
菊
を
育
て
る
体
験
で
す
。

そ
の
中
で
も
菊
づ
く
り
は
、
三
良
坂
を

菊
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
、

「
菊
の
町
三
良
坂
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
私
た
ち
中
学
生
と
小
学

生
が
菊
栽
培
の
指
導
者
の
方
と
一
緒
に
菊

を
育
て
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
施
設
や
事

業
所
な
ど
へ
届
け
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
、
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
で
私
た
ち
は
菊
を
育
て
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
菊
を
育
て
て
届
け
る
だ
け
で
な

く
、
菊
を
使
っ
た
し
お
り
や
、
伝
統
工
芸

品
な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
多
く
の
方
に
も

三
良
坂
と
い
う
町
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
よ
さ
と

は
何
か
、
ど
ん
な
環
境
で
何
が
特
徴
的
な

の
か
を
ま
ず
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
今
あ
る
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
か
、
そ
れ
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
に
託
さ
れ
た
課
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、
様
々

な
体
験
を
通
し
て
大
好
き
な
町
を
し
っ
か

り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

三
次
市
立
川
地
中
学
校
で
は
、
毎
年
一

年
生
が「
グ
ッ
ド
タ
ウ
ン
三
次
」
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
グ
ッ

ド
タ
ウ
ン
三
次
と
い
う
の
は
、「
自
分
た

ち
が
住
ん
で
い
る
町
が
も
っ
と
よ
く
な
る

に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
か
」と
い

う
こ
と
を
地
域
の
人
た
ち
に
聞
い
て
、
自

分
た
ち
で
考
え
、
ま
と
め
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
班
は
、
近
く
に
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
話
を
聞
き
に
行
き
ま

し
た
。
す
る
と
、「
最
近
、
川
地
の
人
口

が
減
っ
て
き
て
い
る
。」
と
い
う
話
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
お
年
寄

り
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
就
職
す
る

若
者
た
ち
が
都
会
へ
出
て
行
っ
た
り
し
て

い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
て

私
た
ち
は
、
人
口
が
減
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
若
者
た
ち
が
都
会
に
出
な

け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

み
ん
な
で
も
っ
と
地
域
を
活
発
に
し
て
、

「
自
分
の
地
域
か
ら
出
た
く
な
い
」
、「
地

域
に
帰
っ
て
就
職
し
た
い
」と
思
え
る
よ

う
な
地
域
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
方
が
、「
生
徒

の
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
。」と
聞
か
れ
た
の
で
、

考
え
て
み
ま
し
た
。
私
た
ち
の
地
域
と
い

え
ば「
ほ
た
る
」が
有
名
で
す
。
し
か
し
、

近
年
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
森
林
を
壊
さ

な
い
で
ほ
し
い
、
と
い
う
考
え
を
出
し
ま

し
た
。

私
は
、「
三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
」

と
い
う
も
の
を
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
は
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
た
め
の
大
切
な
き
ま
り
だ
と
知
り
ま
し

た
。
私
は
、
こ
の
条
例
は
、
自
分
の
町
を

好
き
で
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
が
好

き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
グ
ッ
ド
タ
ウ
ン

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
も
っ
と
好
き

に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
他
の
人
に
も
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

「 

三
良
坂
町
に
つ
い
て 

」

 

三
良
坂
中
学
校
　
一
年
　
新し

ん
川か

わ
　
芽め

依い  

さ
ん

「 
グ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
学
ん
だ
こ
と 

」

 

川
地
中
学
校
　
一
年
　
村む

ら
岡お

か
　
美み

南な
み  

さ
ん

菊づくり体験の様子

フィールドワークの様子
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三次市・三次警察署・三次交通安全協会・三次
警察署管内防犯組合連合会の共催で、交通事故や
犯罪のない安全で安心な住みよい地域環境づくり
を推進するための決起大会が開催されました。三
次清心幼稚園の園児による歌やお遊戯も披露さ
れ、三次署管内防犯組合連合会の四

よ
方
も
副会長から

犯罪と交通事故防止の決意表明が行われました。

「ディスカバー農山漁村の宝」は、「強い農林水
産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現のため、
農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことに
より地域の活性化、所得向上に取り組んでいる優
良な事例を選定するもので、今回、川西自治連合
会が選定されました。川西コミュニティセンター
で選定証授与式が行われ、中国四国農政局広島支
局長から選定証が授与されました。

景勝地である尾関山の桜などの植生管理をす
るボランティア組織「尾関山ファンクラブ」が10
月24日に誕生しました。その最初の活動として、
樹木医の指導のもと「第１回尾関山ファンクラブ
作業」を行いました。会員など約40人が参加し、
病気になった桜の枝の伐採や集積、桜への施肥を
行いました。尾関山ファンクラブは、どなたでも
会員になることができます（※会費無料。未成年
者は親権者の同意が必要）。詳しい内容について
は、お問い合わせください。

この賞は、地方自治の伸展や住民の福祉の増進
に努めたものに対して表彰されるものです。三次
市住民自治組織連合会を構成する各住民自治組織
は、様々な地域課題を抱えながらも、それぞれの
地域において特色あるまちづくりを持続的かつ発
展的に展開し、協働のまちづくりを担っているこ
とが評価されました。
11月20日（月）に東京国際フォーラムで表彰
式が開催され、三次市住民自治組織連合会の岸田
会長が出席されました。

年末交通事故防止県民総ぐる
み運動開始式、年末年始犯罪
事故防止活動決起大会開催

（CC プラザ）

川西自治連合会が
中国四国農政局「ディスカバー
農
む ら
山漁村の宝」に選定

尾関山ファンクラブ始動！
～私たちと一緒に楽しく

（尾関山桜土手）� 作業しませんか～

三次市住民自治組織連合会が
地方自治法施行70周年記念
総務大臣表彰を受賞

決意表明する四方副会長

選定証を受ける川西自治連合会の福永会長（右）

12月13日（水）、増田市長に受賞の報告をされた
三次市住民自治組織連合会の岸田会長（左）

12 1
金

12 11
月

12 4
月

11 20
月

問 都市建築課都市計画係
 　☎0824-62-6160　 0824-62-6166
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三次市剣道協会の主催により、第26回の大会が開催されました。
山口県を除く中国4県の小学生から高校生まで、500人を超える
剣士が参加。日彰館高校の生徒らによる演武に続き団体戦が行われ、
116チームが、優勝をめざして白熱した試合を繰り広げました。

第26回�三次義士祭奉納剣道大会
（広島県立みよし公園　カルチャーセンター）

開会式の様子

気迫のこもった熱戦の様子

12 10
日

定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ

1

定住情報発信

みよしで暮らそう！
シリーズ 1

シリーズ

1定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ43 三次に帰ってやりたい仕事を探しませんか
三次市合同就職説明会  参加費無料

申・問 定住対策・暮らし支援課
　　　☎0824-62-6129　 0824-62-6235
　　　 teijyu@city.miyoshi.hiroshima.jp

市は三次市雇用労働対策協議会と連携して、2019
年３月卒業予定者を対象に広島市内で合同就職説明会
を開催します。
ぜひ、市外にお住まいのお子さんや友達に声をかけ
てください。
●と 　 き　３月13日（火）13時30分～16時
●と こ ろ　メルパルク広島
　　　　　　（広島市中区基町６-36
　　　　　　 ☎082-222-8501）
●内 　 容　 参加企業による会社説明、参加企業との

意見交流会
●対 象 者　2019年３月卒業予定者（定員30人）
●申込期限　３月９日（金）
●申込方法　 名前・電話番号・学校名を電話、FAX、

メールなどでお申し込みください。

【参加予定の企業】

㈱サンエー
㈱シナジーテクニカ
JUKI広島㈱
ミヨシ電子㈱
リョービミラサカ㈱
社会福祉法人 慈照会
社会福祉法人 優輝福祉会
㈱ディア・レスト三次
医療法人 微風会 
カワシマ興産㈱
㈱三次ケーブルビジョン
㈱東城ポートリー南山農場
㈱アマノ
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問 三次地区拠点整備事業プロジェクトチーム（事務局　三次市政策部特命担当）
　 ☎0824-62-6408　 0824-62-6137

湯
ゆ

本
もと

豪
こう

一
いち

コレクション紹介
三次「化

ばけ
物
もの

尽
つ

くし納
のう

札
さつ

」昭和時代
納札は、おさめふだ、千

せん

社
じゃ

札
ふだ

ともいい、寺社に参
さん

詣
けい

した記念や祈願のために納める札です。また、趣
味として作り、同好の士が集まって交換したり、見
せ合ったりする納札会も開かれるほど流行し、様々
な種類の妖怪も描かれました。この「化物尽くし納
札」は、火鉢や杓

しゃ

文
も

字
じ

などの道具が妖怪に姿を変え、
見た目もユニークに描かれており、それらの札を中
央に配して、上下に納札会参加者の名前が書かれて
います。

◆妖怪を生かした文化・観光まちづくりに向けて
三次地区拠点整備事業に対し、「2017こども市議会」
や「三次市妖怪を生かした文化・観光推進市民委員会」
等から、様々な提案をいただきました。これを受けて、
日本妖怪博物館が、子どもたちやファミリー層も行っ
てみたいと思う魅力的な施設になるように、アミュー
ズメントコーナーや展示コーナー等へＩＴを活用した
設備を取り入れるなど、施設の充実を図ることとしま
した。これに伴い、全体事業費、来館者数および収支
計画を見直しました。
その他の提案についても、一つでも多くの提案が実
現できるように、市民の皆さんや関係団体等と連携・
役割分担をしながら取り組んでいきます。

●全体事業費の見直し
【これまで】約11億８千万円　⇒　【見直し後】約12億４千万円（約６千万円の増額）

●来館者数の見直し

●収支計画の見直し

●経済的波及効果
一人当たり観光消費額　1,604円（Ｈ28）×12万人＝約２億円

種　別 これまで 見直し後 増　減
拠点施設（全体） ６万人 12万人 ６万人増
うち　展示棟（博物館） ３万人 ６万人 ３万人増

種　別 これまで 見直し後 内　容
展示棟（博物館） ▲590万円 290万円 （収入）3,130万円－（支出）2,840万円
交流棟 ▲341万円 　  0円 （収入）771万円－（支出）771万円

※交流棟の見直し後の収入には指定管理料（175万円）を含みます。

三次地区拠点施設の建設工事が始まりました

シリーズ 8
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今
月
は
、肢
体
不
自
由
と
内
部
障
害
の
特
性
、困
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
配
慮
と
支
援
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

肢
体
不
自
由

　
手
や
足
、
身
体
の
胴
の
部
分
に
障
害
が
あ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
先
天
性
の
も
の
、
事
故
に
よ
る
手
足

の
損
傷
、
腰
や
首
、
脳
の
血
管
等
に
損
傷
を
受
け
て

な
る
も
の
、
間
接
等
の
変
形
か
ら
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
半
身
ま
ひ
、
脳
性
ま
ひ
、
間
接
リ
ウ
マ
チ
な

ど
に
よ
り
、
歩
い
た
り
、
立
っ
た
り
、
物
の
持
ち
運

び
な
ど
に
支
障
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
杖
や
装
具
、

車
イ
ス
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
配
慮

◦ 

少
し
の
段
差
や
隙
間
で
も
危
険
を
伴
い
ま
す
。
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
の

普
及
が
望
ま
れ
ま
す
。

◦ 

手
開
き
の
ド
ア
を
自
動
ド
ア
に
変
え
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

◦ 

多
機
能
ト
イ
レ
や
車
イ
ス
使
用
者
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
増
設
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
配
慮

◦ 

介
助
は
本
人
の
依
頼
を
受
け
て
か
ら
に
し
ま
す
。

介
助
者
が
同
席
し
て
い
て
も
、
必
ず
本
人
の
意
思

を
確
認
し
ま
す
。

◦ 

車
イ
ス
使
用
者
に
話
し
か
け
る
と
き
は
、
立
っ

た
ま
ま
で
は
威
圧
感
が
あ
る
の
で
、
少
し
腰
を

か
が
め
て
同
じ
目
線
で
話
す
よ
う
に
し
ま
す
。

内
部
障
害

　
病
気
な
ど
で
、身
体
の
内
部（
心
臓
、腎
臓
、肺
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
、肝
臓
）の
働
き
が
弱
く

な
っ
た
り
す
る
機
能
の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
ィ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
害

を
内
部
障
害
と
い
い
ま
す
。

　
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
た
め
誤
解
や
差
別
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
配
慮

◦ 

駅
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
オ
ス
ト
メ

イ
ト
用
設
備
を
備
え
た
多
機
能
ト
イ
レ
等
の
設

備
と
案
内
表
示
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
配
慮

◦ 

混
雑
し
た
場
所
で
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
は
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
電
源
を

切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

肺
に
障
害
が
あ
る
場
合
、
タ
バ
コ
の
煙
が
症
状

を
悪
く
し
ま
す
。
喫
煙
場
所
以
外
で
は
タ
バ
コ

は
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
偏
見
や
差
別
が
大
き
な
問
題
で
す
。

感
染
力
が
弱
く
、
性
的
接
触
以
外
で
は
ほ
と
ん

ど
感
染
し
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆ 

次
号
は
、
知
的
障
害
と
発
達
障
害
の
特
性
と

そ
の
配
慮
に
つ
い
て
で
す
。

障害者に関するマークについて
　街で見かける障害者に関するマークを紹介します。皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

問 社会福祉課障害者福祉係　　☎0824-65-2051　 0824-62-6285
　 三次市障害者支援センター　☎0824-65-1131　 0824-65-1132

障害を知り
　　共に生きる

障
害
を
知
り

　
共
に
生
き
るシリーズ

④

ハート・プラスマーク
「身体内部に障害がある人」を表しています。
身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・直腸、小腸、肝臓、免疫機能）に障害がある方は外

見からは分かりにくいため、様々な誤解を受けることがあります。
内部障害の方の中には、電車などの優先席に座りたい、近辺での携帯電話使用を控えてほしい、

障害者用駐車スペースに停めたい、といったことを希望していることがあります。このマークを
着用されている方を見かけた場合には、内部障害への配慮についてご理解、ご協力をお願いします。

オストメイトマーク

人工肛門・人工膀胱を造設している人（オストメイト）のための設備があることを表しています。
オストメイト対応のトイレの入口・案内誘導プレートに表示されています。
このマークを見かけた場合には、そのトイレがオストメイトに配慮されたトイレであることに

ついて、ご理解、ご協力をお願いします。
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エコで
いこう！
エコで
いこう！

ごみ
減量
ごみ
減量

CO2

削減
CO2

削減

問 環境政策課業務管理係　☎0824-66-3449　 0824-66-3168

問 広島県環境政策課　☎082-513-2912

広島県では、家庭向け省エネ情報サイト「ひろしまエコチャレンジ」
を開設しました
このサイトは、「省エネにチャレンジ！暮らしをエン
ジョイ！」をスローガンに、エコをより身近に感じて、
楽しみながら省エネにチャレンジできます。
また、メンバー登録していただくと、協賛企業のポイ
ントやグッズプレゼントに応募できる「エコポイント」
を200ポイントプレゼント。
アンケートへの回答や、毎日のログインのほか、毎月

●「危険ごみ」の廃止について
「危険ごみ」に該当する包丁、ナイフなどの刃物類、割れガラスなどは「危険ごみ」または「燃
やせないごみ」として収集していますが、分別がわかりにくいのが現状です。分別の手間を軽減し、
わかりやすい分別にするために次のように変更します。

●「リサイクル粗大」「ボランティア資源」の廃止について
再使用を目的として拠点回収を行っていますが、新品または同等の物が対象であり、回収量が
少ないため廃止します。

平成30年４月から
「危険ごみ」「リサイクル粗大」「ボランティア資源」
	 の分別を廃止します

品　目 現　行 平成 30 年 4 月から

刃物類、割れガラスなど
危険ごみ

（透明に茶色）

燃やせないごみ（透明に赤色）

未使用の花火、マッチ、発煙筒
【注】水で湿らせてください。 燃やせるごみ（乳白色に緑色）

の光熱費を記録したり、自分のエコ活動を投稿すれば、さらにポイントがたまります。ニックネー
ムとメールアドレスで簡単に登録できるので、「ひろしまエコチャレンジ」と検索して、ぜひ、登
録してみてください。  ※獲得したポイントを貯めて、ランクに応じた特典の抽選（年２回）に参加できます。

スマートフォンから簡単アクセス!

右図の二次元バーコードを
読み込んでいただくか、

「ひろしまエコチャレンジ」と
検索していただくと、
簡単にアクセスできます。

ひろしまエコチャレンジ
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問 健康推進課健康企画係　☎0824-62-6232　 0824-62-6382

特定健診って何？
日本人の死亡原因の約６割を占める生活習慣病の予防のために、40～74歳までの方を対象に、
メタボリックシンドロームに着目した健診のことです。

●受診方法
　①市内では下記の医療機関で受診できます。直接医療機関へご予約ください。
　②持参物：三次市国民健康保険被保険者証・特定健康診査受診券
※特定健康診査受診券を紛失された方は健康推進課までご連絡ください。

●受診期限　２月28日（水）

まだ特定健診を受けられていない方へ
国保無料特定健診を受診しましょう

治療中の方の特定健康診査等情報提供について
　 すでに下記医療機関に通院（治療中）の方で定期的に検査を受けられている方も「特定健診」

の対象者です。通院中の検査には「特定健診」の検査項目が含まれていることがあります。
治療中のため特定健診を受診されない場合には、下記の持参物をお持ちになってかかりつけ
医にご相談ください。

持参物： 三次市国民健康保険被保険者証・特定健康診査受診券・治療中の方の特定健康診査等
情報提供票

地　域 医療機関名 お問い合わせ

三次町
荒瀬外科 ☎0824-62-2001
佐々木医院 ☎0824-62-2824
箕岡内科医院 ☎0824-62-3183

十日市

岡崎医院 ☎0824-63-5307
こね森内科医院 ☎0824-65-1071
清水医院 ☎0824-65-2151
瀬山備北内科 ☎0824-63-1311
内科外科鳴戸医院 ☎0824-62-3011
野村内科医院 ☎0824-62-2820
福原内科胃腸科 ☎0824-62-2303
堀川レディース
クリニック ☎0824-63-9412

松尾整形外科リハビリ
クリニック ☎0824-63-3380

八次
大倉医院 ☎0824-62-1321
近藤医院 ☎0824-62-2681
藤谷クリニック ☎0824-63-7227

地　域 医療機関名 お問い合わせ
酒屋 いとう内科クリニック ☎0824-64-8880
和田 佐竹医院 ☎0824-66-1013
川地 重信医院 ☎0824-68-2020
川西 川西診療所 ☎0824-69-2009

三良坂町
たかば内科医院 ☎0824-44-2025
高場クリニック ☎0824-44-2057

吉舎町
田中医院 ☎0824-43-2109
星田医院 ☎0824-43-2581
三浦クリニック ☎0824-43-2020

甲奴町 甲奴診療所 ☎0847-67-2101
布野町 中村医院 ☎0824-54-2006
三和町 津島医院 ☎0824-52-2116
君田町 君田診療所 ☎0824-53-2020
作木町 作木診療所 ☎0824-55-3651

どんな検査ができるの？
①問診 ②身体測定 ③血圧 ④血液検査 ⑤尿検査 ⑥診察

※医師の判断により貧血検査、心電図、眼底検査を行うことがあります。
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問 健康推進課健康企画係　☎0824-62-6232　 0824-62-6382

満65歳以上の方を対象にインフルエンザ予防接種費用の助成を
行っています。
ご希望の方は、必ず医療機関に予約のうえ、１月31日（水）までに
接種してください。

高齢者インフルエンザ予防接種の助成は
１月31日までです

【注】2月以降の接種は全額自己負担になります。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

問 健康推進課健康企画係　☎0824-62-6232　 0824-62-6382

地域ウォーキング
～冬の寒さに負けず、みんなで楽しく歩きましょう～

と　き 地　域 集合場所 出発時間 歩行距離（予定）

１月23日（火） 神杉 神杉コミュニティセンター 10時 約5.5Km

１月30日（火） 田幸 田幸コミュニティセンター 10時 約3.5Km

２月 6日（火） 酒屋 みよし運動公園南側駐車場
（ワイナリー向かい駐車場） 10時 約4.4Km

※出発時間の「10分前」までにお集まりください。　
※すべて事前申し込みは不要です。荒天時は中止します。
※治療中の病気のある方は主治医にご相談のうえ、ご参加ください。

要介護認定を受けておられる方が、確定申告・住民税申告をされる際、各種控除（医療費控除・障
害者控除）を受けられる場合があります。申告の際には証明が必要です。医療費控除のおむつ使用証
明書や障害者控除対象者認定書が必要な方は、事前に申請してください。
●申請先　高齢者福祉課介護保険係（東館１階）または各支所

【注】証明書の交付は郵送になりますので、早めに申請してください。

おむつ代の医療費控除について
　おむつ代の医療費控除を受ける際は、医療機関の発行した「おむつ使用証明書」が必要です。医療
費控除を受けるのが２年目以降の場合は、要介護認定の状態によって市で証明することができます。

おむつ代の医療費控除の証明・障害者控除対象者の認定について

申・問 高齢者福祉課介護保険係　☎0824-62-6387　 0824-63-2809

み ん な の 介 護 保 険66
シリーズ
第 回
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問 健康推進課健康企画係　☎0824-62-6232　 0824-62-6382

減塩の合言葉… 「健
けん

塩
えん

」
塩の摂りすぎは高血圧を引きおこし、 心疾患などの生活習慣病を招

くとされています。 減塩でもおいしく食べることができる野菜たっぷりの
料理を紹介します。 ぜひ家庭で作ってみてください♪

気
に
な
る
料
理
は
切
り
取
っ
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

れんこんのカレー炒め
（1人分の食塩相当量0.65ｇ）

シリーズ No.10

食育担当“下野さん”がおすすめする上 手 に 減 ら し て
お い し く 食 べ て
健 康 に な ろ う ！今月の料理

キ　
リ　
ト　
リ　
線

スパイシーな
味♪サクッ！

と食感で

健塩のワンポイント！
・カレー粉の活用　カレー粉にはたくさんのスパイスやハーブが使われています。スパイスやハーブ
が持つ香りや辛みが、料理の味を引き締めたり、風味を引き立てることにより、薄味の物足りなさを
補ってくれます。

1日の食塩摂取目標量は
男性８g未満、
女性７g未満です

材料（４人分）

作り方（約10分）

①�れんこんは薄めのいちょう切りにして、水にさらし
てから、水気を切っておく。いんげんはさっと湯通
しして斜めに切る。
②�フライパンにサラダ油とにんにくのみじん切りを入
れて弱火で香りがでるまで炒める。
③�②に①を入れて、れんこんが半透明になるぐらいま
で炒める。Ａを入れてしっかりからめる。

れんこん……………… 280g
いんげん……………… 40ｇ
サラダ油……… 大さじ１/2
にんにくみじん切り
　……………… 小さじ１/2

　　カレー粉…… 小さじ１
Ａ　しょうゆ…… 大さじ１
　　砂糖………… 大さじ１

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 エイズ検査・相談

と　　き 1月25日（木）　受付時間 13時～14時30分

と　こ　ろ 広島県北部保健所（広島県三次庁舎第３庁舎）三次市十日市東4-6-1

そ　の　他 検査は無料・匿名で受けられます。結果はその日にお知らせできます。
相談は随時実施しています。

申し込み・
問い合わせ先

電話でご予約ください。秘密は厳守します。
広島県北部保健所　保健課保健対策係
☎0824-63-5181㈹（内線3342、3343） 0824-63-5190
※ 電話をお使いになれない場合はFAXでお申し込みください。
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申・問 健康推進課健康推進係　☎0824-62-6257　 0824-62-6382

行事のお知らせ
行事名 離乳食講座 子育て相談
と　き ２月13日（火）　10時～11時30分 ２月８日（木）　９時30分～10時30分

ところ 吉舎保健センター 三次市福祉保健センター　４階

対　象 ５カ月頃～18カ月頃までの乳幼児を子育て中の
保護者 乳幼児とその保護者

内容など

みんなで一緒に離乳食を作りながら、楽しく交流
しましょう! 10人で締め切ります。
・ 託児を行いますので、ご希望の方はお知らせく

ださい。
・申込締切　２月６日（火）

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、育児のこと
など、気軽にご相談ください。

申し込み・
問い合わせ先

健康推進課健康企画係
　☎0824-62-6232　 0824-62-6382
吉舎支所
　☎0824-43-3111

健康推進課健康推進係
　☎0824-62-6257　 0824-62-6382

平成30年度
入園願書受付中（満２歳～５歳）

・２歳児クラス（満２歳児の誕生日の翌日から入園できます。）
・通園バス・給食・19時まで延長保育あり
　　　　　　　　 （早朝預かり ７時30分から）

http://www.hiroshima-shinbouai.ed.jp/miyoshi/

幼稚園見学できます

広告

はじめてお父さん・お母さんになる方へ
パパママ教室を開催します

　赤ちゃんのお世話体験など、楽しい講座です。ぜひご
参加ください。
●と 　 き
　①�２月４日（日）
　　�マタニティヨガ体験・栄養のお話・パパとママの
おしゃべりタイム

　②３月４日（日）
　　赤ちゃんのお風呂入れ体験など　
　※時間はいずれも９時30分～ 12時　
　※母子健康手帳をご持参のうえ、動きやすい服装でお越しください。

●と こ ろ　三次市福祉保健センター　３階　多目的室
●対 　 象　�おおむね妊娠５カ月以降の妊婦さんとその

家族の方
　※ママのみの参加・パパ以外のご家族の参加もできます。

●申込締切　１月29日（月）【先着15組】

妊産婦にやさしい環境づ
くりを推進する厚生労働
省「マタニティマーク」

問 家庭倫理の会三次市�☎080-1912-0740（井上）

第３回（通算40回）ふわりん 子育てセミナー
「子どもにスマホやタブレットを
� 与えるとき」

●と　き　２月４日（日）10時30分～12時
●ところ　十日市コミュニティセンター３階
　　　　　多目的室
●講　師　（一社）倫理研究所　生

いく
野
の

　千
ち

惠
え

さん
●参加費　200円（テキスト・お菓子代）
　　　　　※託児あり（要予約）

スマホなどを持たせるときの親の心構えとは？
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informationお 知 ら せ

一
　
般

民
生
委
員・児
童
委
員
の
委
嘱

　
民
生
委
員・児
童
委
員
の
欠
員
に
伴
い
、

平
成
29
年
12
月
21
日
付
け
で
、新
た
に
次

の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
広
島
県
知

事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
三
次
地
区

◆
井い

の

上う
え　
峯み

ね

晴は
る

さ
ん

　
　
三
次
町
１
１
８
３

　
　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

３
５
０
６

　

担
当
地
区　
西
本
町
・
栄
町
・
上
町

問 

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
４
６

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
２
８
５

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
法
人
や
個
人
で
、
工
場
や
商
店
、
不
動

産
貸
付
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
場

合
、
所
有
す
る
事
業
用
資
産（
構
築
物
、
機

械
、
器
具
・
備
品
な
ど
）に
、
償
却
資
産
と

し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
償

却
資
産
の
所
有
者
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
申
告
が
必
要
で
す
。
平
成
30
年
１

月
１
日
現
在
、
市
内
に
所
有
す
る
資
産
に

つ
い
て
、申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　
１
月
31
日（
水
）

●
提
出
先

三
次
市
役
所
課
税
課
資
産
税
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

※
償
却
資
産
の
申
告
に
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も

申
告
が
必
要
で
す

　
土
地
や
家
屋
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
た
場
合
、固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

と
し
て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
し
て
申
告
が
必
要
な
場
合

◦ 
法
人
・
個
人
事
業
者
が
設
置
し
た
太
陽

光
発
電
設
備

◦ 

個
人
が
売
電
の
た
め
に
設
置
し
た
発
電

出
力
10 
kw
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

課
税
課
資
産
税
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
２
４

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
３
４
５

確
定
申
告
、
市
民
税
・
県

民
税（
住
民
税
）の
申
告

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

●
と　
き

　
2
月
16
日（
金
）～
3
月
15
日（
木
）

　
平
成
29
年
中（
平
成
29
年
1
月
1
日
～

平
成
29
年
12
月
31
日
）の
所
得
な
ど
に
つ

い
て
の
申
告
相
談
を
市
役
所
指
定
会
場
と

三
次
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。
こ
れ
ら

の
申
告
は
、
平
成
30
年
度
の
市
民
税
・
県

民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
計
算
の

根
拠
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な

方
は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
中
に
所
得
な
ど
が
な
か
っ
た
方
も
、

所
得
が
な
か
っ
た
こ
と
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

※「
申
告
相
談
受
付
日
程
表
」や「
農
業
所
得
収
支
計

算
月
別
集
計
表
」は
、「
広
報
み
よ
し
1
月
号
」と
あ

わ
せ
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
月
15
日（
木
）ま

で
は
、
市
役
所
指
定
会
場
と
三
次
税
務
署
の
相
談
会

場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
注
】昨
年（
平
成
28
年
分
）の
確
定
申
告
書
を
市
役
所

指
定
会
場
に
提
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
本
年
分

（
平
成
29
年
分
）の
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
税
務
署

か
ら
送
付
さ
れ
ま
せ
ん（
確
定
申
告
用
紙
に
替
え
て
、

「
お
知
ら
せ
は
が
き
」が
届
き
ま
す
）。

市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て

問 

課
税
課
市
民
税
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
２
２

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
３
４
５

　
ま
た
は
各
支
所

確
定
申
告
に
つ
い
て

問 

三
次
税
務
署

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

２
７
２
１

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て「
２
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
療
費
控
除
は
明
細
書
を
作
成
し
て
提
出

す
れ
ば
領
収
書
の
提
出
は
不
要
で
す

● 

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収

書
の
提
出
の
代
わ
り
に「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
様
式
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

問 ㈱小学館集英社プロダクション
 　〒541-0047
　 大阪市中央区淡路町4-4-11
　 アーバネックス淡路町ビル２階採用M係
 　☎（06）6206-0003（担当：深田）

●事　　業：保育所運営（勤務地：東光保育所、十日市保育所、愛光保育所）
●職　　種：保育士（正社員・パート）
　　　　　　※勤務地は施設によって募集状況が異なるため、要相談
●給　　与：正社員（保育士）172,000円～ 185,000円
� 〔経験給導入、賞与（年２回）および一時金（年１回）有り〕
　　　　　　パート850円～ 910円〔経験給導入、一時金（年３回）有り〕
●勤務時間：シフト制　４～８時間／日（週２～５日勤務可能な方）
●休　　日：日曜・祝日、12/29 ～１/３　※応相談
●資　　格：保育士免許、（パートのみ幼稚園教諭免許可）
●待　　遇：�有給休暇、労災保険、雇用保険・社会保険（勤務時間による）、健康診断費

用全額負担
●応　　募：�電話連絡後、履歴書（写真付）を郵送してください。書類選考のうえ、面接

日を連絡します。

東光保育所・十日市保育所・愛光保育所
お子様の人数増加に伴い職員大募集！

広告
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般

補
助
・
支
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福 

祉

医
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平
成
29・30
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

平
成
29・30・31
年
度

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
制
度
の
追
加
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　
市
が
発
注
す
る「
建
設
工
事
」、「
測
量・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
」、「
物
品

購
入
、修
繕
お
よ
び
役
務
の
提
供
等
業
務
」

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
と

「
小
規
模
な
修
繕
工
事
や
役
務
の
提
供
業

務
の
請
負
契
約
」を
希
望
さ
れ
る
方
の
追

加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
期
間

　
２
月
５
日（
月
）～
２
月
９
日（
金
）

※
９
時
か
ら
12
時
、13
時
か
ら
16
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
注
】申
請
書
類
は
持
参
の
み
受
け
付
け
ま
す（
郵
送

不
可
）。

●
有
効
期
間

　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
資
格
認
定
の
日
～
平
成
30
年
度
末
日

※
た
だ
し
、
平
成
31
年
度
に
お
い
て
も
そ
の
年
度
に
お

け
る
資
格
が
認
定
さ
れ
る
日
ま
で
は
有
効
。

　
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度

　
資
格
認
定
の
日
～
平
成
31
年
度
末
日

※
た
だ
し
、
平
成
32
年
度
に
お
い
て
も
そ
の
年
度
に
お

け
る
資
格
が
認
定
さ
れ
る
日
ま
で
は
有
効
。

●
申
請
方
法

　
所
定
の
申
請
書
と
添
付
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
注
】平
成
29
年
分
か
ら
平
成
31
年
分
ま
で
は
、
領
収

書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

● 
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
税
務
署
か

ら
提
示
ま
た
は
提
出
を
求
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）。

● 

医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療

費
通
知（
健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す

る「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」な
ど
）を

添
付
す
る
と
明
細
の
記
入
を
省
略
で
き

ま
す
。

　

確
定
申
告
書
等
の
作
成
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

検 索

国税庁ホームページ

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
入
力

す
る
だ
け
で
自
動
的
に
計
算
さ
れ
、
計
算

誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
等
は
印
刷

し
、
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
注
】所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
と
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添

付
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
自
宅
等
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
場
合
は
、
本
人

確
認
書
類
の
送
付
は
不
要
で
す
。

問 

三
次
税
務
署

☎
０
８
２
４

－

６
２

－

２
７
２
１

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て「
２
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

高
速
道
路
沿
い
の
支
障
木
等

伐
採
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
冬
季
の
降
雪
等
で
中
国
道
・
尾
道
松
江

道
の
通
行
に
支
障
と
な
る
、
倒
竹
木
等
を

伐
採
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
土
地
所
有
者
の
方
が
伐
採
さ
れ
る
時
、
高
速
道
路
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
道
路
管
理
者
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問 【
中
国
道
】 

Ｎネ

ク

ス

コ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

　
三
次
高
速
道
路
事
務
所

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

５
１
３
５

【
尾
道
松
江
道
】 

国
土
交
通
省

　
三
次
河
川
国
道
事
務
所

　
☎
０
８
２
４

－

６
３

－

４
１
２
１

申
・
問 

財
政
課
契
約
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
４
１

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
２
３
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
用
封
筒
に
つ
い
て

　
「
通
知
カ
ー
ド
」お
よ
び「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」と
一
緒
に
お
届
け

し
て
い
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

の
送
付
用
封
筒（
返
信
用
封
筒
）は
、
差

出
有
効
期
限
が
平
成
29
年
10
月
４
日
に

な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
平
成
31
年
５
月

31
日
ま
で
切
手
を
貼
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」か
ら
、

平
成
31
年
９
月
26
日
ま
で
切
手
を
貼
ら
ず

に
使
用
可
能
な
封
筒
材
料
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問 

市
民
課
市
民
窓
口
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
３
８

　

０
８
２
４

－

６
３

－

２
８
０
９
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補
助
・
支
援

平
成
30
年
度

三
次
市
教
育
奨
学
金

三
次
市
教
育
奨
学
金
の
奨
学
生
を
募
集

● 

対　
象　
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

後
期
課
程
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、

短
期
大
学
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、

専
修
学
校
の
高
等
課
程
お
よ
び
専
門
課

程
に
在
学
す
る
方

● 

所
得
基
準　
父
母
等（
父
母
が
い
な
い

場
合
は
、
父
母
に
代
わ
っ
て
家
計
を
支

え
て
い
る
方
）の
所
得
が
、
市
が
定
め

る
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

●
そ
の
他
の
要
件

　
① 

父
母
等
が
１
年
以
上
三
次
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
こ
と

　
② 

父
母
等
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る

こ
と

　
③ 

他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

（
給
付
型
の
奨
学
金
を
除
く
）

　
④
学
習
に
意
欲
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と

　
⑤ 

そ
の
他
、
修
学
の
た
め
、
市
長
が
特

に
認
め
る
も
の

●
貸
付
利
息
・
返
還
期
間

　
無
利
息
・
17
年
間　
　

※
返
還
期
間
は
貸
付
総
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

● 

返
還
免
除　
奨
学
金
の
返
還
が
始
ま
っ

て
、
通
算
５
年
以
上
三
次
市
に
居
住
し

た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
、
申
請
日
以

降
に
返
還
す
る
べ
き
返
還
金
を
免
除
し

ま
す
。

※
居
住
と
は
、実
際
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
で
す
。

●
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
木
）～
４
月
13
日（
金
）

● 

応
募
方
法　
各
支
所
お
よ
び
文
化
と
学

び
の
課（
本
館
5
階
）に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
文
化
と

学
び
の
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
月
額（
例
）

◦
国
公
立
高
等
学
校　

　
【
自
宅
通
学
】 

１
万
５
０
０
０
円

◦
私
立
高
等
学
校

　
【
自
宅
外
通
学
】 

２
万
５
０
０
０
円

◦
国
公
立
大
学

　
【
自
宅
外
通
学
】 

３
万
５
０
０
０
円

◦
私
立
大
学　

　
【
自
宅
外
通
学
】 

４
万
８
０
０
０
円

◦
私
立
短
大
・
専
修
学
校（
専
門
課
程
）

　
【
自
宅
外
通
学
】 
４
万
５
０
０
０
円

●
奨
学
金
相
談
会

　
三
次
市
教
育
奨
学
金
の
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事

前
に
文
化
と
学
び
の
課
へ
電
話
予
約
の
う

え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と　
き　
１
月
22
日（
月
）・23
日（
火
）

※
い
ず
れ
も
９
時
～
17
時（
１
人
当
た
り
30
分
程
度
）

●
と
こ
ろ

　
市
役
所
本
館
６
階　
６
０
３
会
議
室

公
益
財
団
法
人
三
次
市
教
育
振
興
会

奨
学
金
の
奨
学
生
を
募
集

　
高
等
学
校
、
大
学
等
の
入
学
予
定
者
と

在
学
生
を
対
象
に
募
集
を
行
い
ま
す
。
申

請
書
類
は
各
支
所
お
よ
び
文
化
と
学
び
の

課
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
１
月
22
日（
月
）・
23
日（
火
）の
奨
学
金
相
談
会
で

は
、こ
の
奨
学
金
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

応
募
・
問 

文
化
と
学
び
の
課
教
育
総
務
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
８
２

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
２
８
８

福
　
祉

三
次
市
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
案
内

南
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

　
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
南
部
３
町（
三

良
坂
・
吉
舎
・
甲
奴
）の
病
気
や
障
害
を

お
持
ち
の
方
が
、
ホ
ッ
と
一
息
で
き
る
場

と
し
て
、
ま
た
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
者
同

士
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
、
２
カ
月
に

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き

　
２
月
15
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

●
と
こ
ろ

　
三
良
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

● 

内　
容　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
と
来
年

度
の
行
事
計
画

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、２
月
９
日（
金
）ま
で
に

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

統
合
失
調
症
の
方
の
家
族
学
習
会

　

統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
を
対
象

に
、
病
気
の
理
解
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を

学
習
し
ま
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
者
同
士

で
、気
軽
に
集
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
２
月
８
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
活
動
交
流
室

● 

内　
容　
来
年
度
上
半
期
の
計
画
策
定

と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

●
参
加
費　
１
０
０
円（
お
菓
子
・
お
茶
代
）

● 

申
込
方
法　
２
月
６
日（
火
）ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

障
害
者
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ　

「
わ
か
ち
あ
い
の
集
い
」

　
「
わ
か
ち
あ
い
の
集
い
」は
、
病
気
や

障
害
等
の
方
を
対
象
に
月
に
1
回
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
者
が
、
み
ん
な
に
聞
い
て

み
た
い
テ
ー
マ
を
出
し
合
い
、
思
い
を
話

し
合
い
ま
す
。
言
い
っ
ぱ
な
し
、
聞
き
っ

ぱ
な
し
の「
集
い
」で
す
。
初
め
て
の
方

も
気
楽
に
集
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
２
月
17
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

● 

と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

2
階　
活
動
交
流
室

申
・
問 

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
２
４

－

６
５

－

１
１
３
１

　

０
８
２
４

－

６
５

－

１
１
３
２
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医
療
保
険

平
成
30
年
4
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度
の

県
単
位
化
が
始
ま
り
ま
す

持
続
可
能
な
国
民
皆
保
険
制
度
と
す
る

た
め
、
広
島
県
と
各
市
町
で
協
議
を
し
な

が
ら
県
単
位
化
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

変
わ
る
こ
と

　
都
道
府
県
単
位
で
国
保
の
資
格（
取
得・

喪
失
）を
管
理
し
ま
す
。

　
広
島
県
内
で
の
引
越
し
な
ら
国
保
の
資

格
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
保
険
証

は
市
町
ご
と
に
交
付
す
る
の
で
、
転
入
・

転
出
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
他
の
都
道
府
県
へ
住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
に
は
、
国
保
資
格
の
取
得
・
喪
失
が
生

じ
ま
す
。

変
わ
ら
な
い
こ
と

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
手
続
き

や
保
険
給
付
な
ど
各
種
手
続
き
の
窓
口
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
三
次
市
が
窓
口
で
す
。

ま
た
、保
険
税
の
納
付
先
も
三
次
市
で
す
。

問 

市
民
課
保
険
年
金
係

　
☎
０
８
２
４

－
６
２

－
６
１
３
４

　

０
８
２
４

－
６
３

－

２
８
０
９

年
金
の
ご
相
談
は

予
約
を
お
願
い
し
ま
す

　
年
金
事
務
所
で
の
年
金
に
関
す
る
ご
相

談
・
手
続
き
は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

予
約
の
申
し
込
み
は

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

 

（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）

　
三
次
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

３
１
０
７

 

（
自
動
音
声
①
番
→
②
番
）

※
予
約
相
談
の
実
施
時
間

　
８
時
30
分
～
18
時（
月
曜
日
）、

　
８
時
30
分
～
16
時（
火
～
金
曜
日
）、

　
９
時
30
分
～
15
時（
第
２
土
曜
日
）

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以
降
の
開
所
日
初

日
に
18
時
ま
で
予
約
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
年
金
事
務
所
で
は
当
日
の
予
約
も
受
け
付
け
で
き
ま

す
。
予
約
日
の
変
更
や
取
り
消
し
も
可
能
で
す
。

問 

日
本
年
金
機
構
三
次
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

３
１
０
７

募
　
集

三
次
市
職
員
採
用
資
格
試
験

●
保
健
師

　
受
験
資
格

　

 　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
保
健
師
資
格
を
有
す
る
人（
平

成
30
年
実
施
国
家
試
験
で
資
格
取
得
見

込
み
の
人
を
含
む
）

　
採
用
予
定
人
員　
若
干
名

　
応
募
締
切　
１
月
26
日（
金
）

　
試
験
日　
２
月
３
日（
土
）　

　
採
用
予
定
時
期　
平
成
30
年
４
月
１
日

　
勤
務
場
所　
本
庁
ま
た
は
支
所

●
看
護
師
・
助
産
師

　
受
験
資
格

　

 　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
看
護
師
ま
た
は
助
産
師
資
格
を

有
す
る
人（
平
成
30
年
実
施
国
家
試
験

で
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

　
採
用
予
定
人
員　
若
干
名

　
応
募
締
切　
２
月
16
日（
金
）

　
試
験
日　
２
月
25
日（
日
）

　
採
用
予
定
時
期　
平
成
30
年
４
月
１
日

　
勤
務
場
所　
市
立
三
次
中
央
病
院

●
受
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

　

 

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
ま
た
は
市
立
三

次
中
央
病
院（
看
護
師
・
助
産
師
の
み
）

で
受
け
取
れ
る
ほ
か
、
郵
送
に
よ
り
請

求
で
き
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
・
問 

総
務
課
職
員
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
０
５

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
３
７

～
空
家
に
な
っ
た
と
き
、

�

な
る
前
に
し
て
お
く
整
理
～

第
２
回
空
家
等
対
策
講
演
会

　
空
家
の
家
財
整
理
は
、
空
家
問
題
解
決

の
入
り
口
で
あ
り
、
他
の
問
題
解
決
の
糸

口
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
空
家
の
家

財
整
理
の
方
法
や
生
前
整
理
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

●
と　
き　
２
月
３
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時（
開
場
13
時
）

●
と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り

　
セ
ン
タ
ー　
ぺ
ぺ
ら
ホ
ー
ル

●
講　
師　
片
付
け
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

 

湯ゆ
の

上う
え

み
ど
り
さ
ん（
空
き
家
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　
一
般
社
団
法
人
さ
く
ら
ブ

リ
ッ
ジ
理
事
）

●
参
加
費　
無
料　
※
申
し
込
み
不
要

問 

都
市
建
築
課
建
築
指
導
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
３
８
５

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
６
６

公
共
職
業
訓
練
と
は

資
格+

技
能=

就
職
！

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
30
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
訓
練
科
等

◦ 

自
動
車
整
備
科（
期
間
２
年
、
高
卒
18

歳
以
上
30
歳
以
下
）

◦
溶
接
加
工
科（
期
間
１
年
、45
歳
以
下
）

◦
建
築
科（
期
間
１
年
、45
歳
以
下
）

◦ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
期
間
６
カ
月
、
年

齢
制
限
な
し
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　
２
月
８
日（
木
）必
着

※
選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特 

典　
雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業

安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）の
指
示
に

よ
っ
て
入
校
し
た
人
は
、
訓
練
の
終
了
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日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ

か
、諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問 
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
三
次
市
十
日
市
南
６
‐
14
‐
１

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

３
４
３
９

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

● 

募
集
住
宅　
三
次
市
内
の
県
営
住
宅
の

う
ち
、新
た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅

●
受
付
期
間

　
１
月
31
日（
水
）～
２
月
２
日（
金
）

※
最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効

●
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

● 

受
付
機
関　
広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
同
組
合
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
協
同
組
合
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
３
‐
36

 

向
田
ビ
ル
１
階

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
５
７
５

「
馬
洗
川
」河
川
内
樹
木
の

伐
採
希
望
者
を
募
集

～
伐
採
し
た
樹
木
は

�

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
～

　

馬
洗
川
に
は
多
く
の
樹
木
が
繁
茂
し
、

河
川
の
流
下
阻
害
や
巡
視
の
際
の
妨
げ
の

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
で

は
木
材
資
源
の
有
効
活
用
を
目
的
に
、
樹

木
の
伐
採
・
持
ち
帰
り
を
希
望
さ
れ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

●
と　
き（
伐
採
期
間
）

　
１
月
11
日（
木
）～
３
月
９
日（
金
）

●
と
こ
ろ　
馬
洗
川
左
岸
河
川
敷

 

（
南
畑
敷
町　
鳥と

り

居い

橋
下
流
）

●
面　
積　
10
ｍ
×
10
ｍ
程
度
／
人

● 

条　
件　
自
ら
樹
木
を
伐
採
し
持
ち
帰

り
が
で
き
る
方

● 

申
込
方
法　

所
定
の
応
募
書
類
を
郵

送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

※
申
込
受
付
翌
日
か
ら
伐
採
が
可
能
で
す
。

●
申
込
期
間

　
１
月
10
日（
水
）～
２
月
28
日（
水
）

申
・
問 

国
土
交
通
省

　
三
次
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

　
〒
７
２
８
‐
０
０
１
１

　
三
次
市
十
日
市
西
６
‐
２
‐
１

　
☎
０
８
２
４

－

６
３

－

４
２
０
２

　

０
８
２
４

－

６
３

－

３
１
３
２

町
家
再
生
創
造
拠
点
化
事
業

三
次
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

シ
ェ
ア
型
店
舗
事
業
化

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集
！

～
空
き
家
を
活
用
し
て
ま
ち
に
波
及
す
る

 

ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
出
し
ま
す
～

※
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
…

　
既
存
の
建
物
に
改
修
工
事
を
行
い
、
修
復
だ
け
で
な

く
用
途
や
機
能
を
変
更
し
て
性
能
を
向
上
さ
せ
た
り

価
値
を
高
め
た
り
す
る
こ
と

●
と　
き　
２
月
17
日（
土
）・18
日（
日
）

● 

と
こ
ろ　

三
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
三
次
ふ
れ
あ
い
会
館
）

●
内　
容　
講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

● 

講　
師　
吉よ

し

里ざ
と　
裕ひ

ろ

也や

さ
ん

 

（
株
式
会
社
ス
ピ
ー
ク
共
同
代
表
）

● 

対　
象　
起
業
を
考
え
て
い
る
方
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
方

※
２
日
間
通
し
て
参
加
で
き
る
方

●
定　
員　
15
人
程
度

●
参
加
費　
１
０
０
０
円（
昼
食
代
等
）

● 

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
２
月
２
日（
金
）
ま
で
に
、

名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問 

都
市
建
築
課
都
市
計
画
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
６
０

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
６
６

　

toshikenchiku@city.miyoshi.hiroshima.jp

三
江
線
記
録
集�

88
年
の
軌
跡

�

予
約
申
し
込
み
開
始

沿
線
６
市
町
の
全
面
協
力
で
、

三
江
線
の
す
べ
て
が
結
集
！

　
後
世
に
遺
し
た
い
美
し
い
グ
ラ
ビ
ア
写

真
や
三
江
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
集

は
お
宝
も
の
。
古
い
写
真
や
新
聞
記
事
も

満
載
で
、
三
江
線
の
歴
史
を
記
録
。
三
江

線
活
性
化
事
業
に
関
す
る
行
政
資
料
、
懐

か
し
い
時
刻
表
な
ど
、資
料
も
充
実
。

予
約
頒
布
の
み
で
す
。
書
店
販
売
等
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
仕　
様　
Ａ
４
判
、１
７
６
頁
程
度

●
頒　
価　
４
５
０
０
円

 

（
送
料
、消
費
税
、代
引
手
数
料
込
み
）

●
発
行
日　
平
成
30
年
５
月
１
日

● 

発
行
元　

　
三
江
線
改
良
利
用
促
進
期
成
同
盟
会

　
三
江
線
活
性
化
協
議
会

　

 

江
津
市
・
川
本
町
・
美
郷
町
・
邑
南
町
・

安
芸
高
田
市
・
三
次
市

●
予
約
締
切　
平
成
30
年
2
月
28
日

申
・
問 

邑
智
郡
町
村
会
事
務
局
内

　
　
　
三
江
線
活
性
化
協
議
会

　
☎
０
８
５
５

－

７
２

－

０
０
１
５

　

０
８
５
５

－

７
２

－

０
５
３
６

 

（
平
日
の
み　
９
時
～
16
時
）

ア
ラ
イ
グ
マ・ヌ
ー
ト
リ
ア

防
除
従
事
者
養
成
講
習
会

講
習
会
を
受
講
し
防
除
従
事
者
と
な
る

こ
と
で
、
狩
猟
免
許
や
捕
獲
許
可
が
な
く

て
も
ア
ラ
イ
グ
マ
と
ヌ
ー
ト
リ
ア
に
限
り
、

捕
獲
や
殺
処
分
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
と　
き　
２
月
５
日（
月
）

　
13
時
30
分
～
16
時

●
と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

● 

応
募
方
法　
１
月
31
日（
水
）ま
で
に

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
・
問 

農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
６
３

　

０
８
２
４

－

６
４

－

０
１
７
２ ※ 写真は制作中の

ものです
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　就職活動中の市民の皆さんと市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
●受講料：無料　※ただし、講座によってはテキスト代などが別途必要です。

講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 内　　容
パソコンを使った初心者からの青色申告
＜決算書と確定申告書の作成＞ 2/1・8 木 13：30～16：30 15 会計ソフトで決算処理・青色申告決算書作成、それをも

とに国税庁HPを利用した申告書の作成方法を学びます。

■三次市委託職業訓練講座

■一般職業訓練講座　※時間は変更になる場合があります

講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 受　講　料　（　）は会員価格
Word&Excel基礎コース 2/6～3/15 火・木 13：30～15：30 10 14,000円　※テキスト代別
Word基礎コース 2/6～22 火・木 13：30～15：30 10  8,000円　※テキスト代別
Excel基礎コース 2/27～3/15 火・木 13：30～15：30 10  8,000円　※テキスト代別
新入社員トレーナー養成講座 2/14 水 13：00～17：00 15  7,000円（6,000円）

■１月募集住宅　募集戸数：各１戸　募集期間：１月23日（火）～１月31日（水）
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

みよし第２住宅13号室 －公営住宅－�
（昭和56年度築）　３人世帯以上

三次町�
2008番地１

8,500円～�
12,700円

中層耐火５階建（２階）、�
３DK、水洗

政令月収額158,000円
以下（高齢者世帯、障
害者世帯などの場合
214,000円以下）の世帯

①�現在、住宅に困っていること。
②�申込者と同居親族が、税金
およびその他の料金を完納
していること。
③�同居者は、夫婦（婚約者、内
縁関係含む）親子を主体と
した親族であること。
④�申込者または同居親族が暴
力団員でないこと。

みよし住宅３号館13号室－公営住宅－�
（昭和46年度築）　単身申込可

三次町�
1995番地

4,900円～�
7,400円

中層耐火４階建（３階）、�
２DK、水洗

みよし住宅４号館15号室－公営住宅－�
（昭和49年度築）　単身申込可

三次町�
2018番地２

5,700円～�
8,400円

中層耐火４階建（４階）、�
２DK、水洗

下原住宅315号室 －特定公共賃貸住宅－�
（平成15年度築）　単身申込可

十日市西二丁目�
1955番地１

42,000円～�
57,000円

中層耐火４階建（３階）、�
３LDK、水洗

政令月収額158,000円
を超え487,000円以下
の世帯

■随時募集住宅　募集戸数：各１戸、受け付け・審査後入居可能
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

宇賀住宅４-１号　-公営住宅－�
（昭和61年度築）　　単身申込可

甲奴町宇賀�
1205番地２

12,400円～�
　18,300円

木造２階建、�
３DK、水洗

政令月収額158,000円
以下（高齢者世帯、障
害者世帯などの場合
214,000円以下）の世帯

①�現在、住宅に困っていること。
②�申込者と同居親族が、税金
およびその他の料金を完納
していること。
③�同居者は、夫婦（婚約者、内
縁関係含む）親子を主体とし
た親族であること。
④�申込者または同居親族が暴
力団員でないこと。

荒瀬住宅２号館６号室　－公営住宅－�
（昭和52年度築）　単身申込可

粟屋町�
2991番地１

7,000円～�
10,400円

中層耐火５階建（４階）、�
３DK、水洗

下板木住宅８号　－公営住宅ー�
（平成６年度築）　単身申込可

三和町下板木�
13012番地21

16,400円～�
24,400円

木造２階建、�
３DK、水洗

大伴住宅11号　－公営住宅－�
（平成７年度築）　単身申込可

布野町�
下布野552番地１

17,200円～�
25,600円

木造２階建、�
３DK、水洗

みよし住宅４号館１号室　－公営住宅－�
（昭和49年度築）　65才以上の高齢者世帯

三次町�
2018番地２

5,700円～�
8,400円

中層耐火４階建（１階）、�
２DK、水洗

敷名第２住宅２号　－公営住宅－�
（平成２年度築）　単身申込可

三和町敷名�
11468番地４

13,900円～�
20,700円

木造２階建、�
３DK、水洗

天楽住宅３－101号　ー公営住宅ー�
（昭和56年度築）　単身申込可

作木町下作木�
828番地１

11,300円～�
16,900円

簡易耐火２階建、�
３DK、水洗

伊賀和志住宅１-101号 －公営住宅－�
（昭和54年度築）　単身申込可

作木町伊賀和志�
226番地３

8,100円～�
12,000円

簡易耐火平屋建、�
３DK、水洗

みどりヶ丘団地30号　－特定公共賃貸住宅－�
（平成５年度築）　単身向け

三良坂町三良坂�
10461番地140

26,000円～�
56,000円

木造平屋建、�
２DK、水洗 政令月収額158,000円を

超え487,000円以下の
世帯甲奴駅前団地Ａ３－２号室

－特定公共賃貸住宅－�
（平成９年度築）　単身申込可

甲奴町本郷�
679番地１

37,000円～�
60,000円

中層耐火３階建（３階）、�
２DK、水洗

上作木団地10号棟　－定住住宅－�
（平成13年度築）　単身申込不可

作木町上作木�
353番地13 30,000円 木造２階建、�

５DK、水洗
収入要件なし 上記①～④および、三次市に

住民登録されている方、住民
登録を移すことが誓約できる
方。

ニュータウン常清５号棟　－定住住宅ー�
（平成６年度築）　単身申込不可

作木町下作木�
965番地２ 25,000円 木造２階建、�

４LDK、水洗

三次市定住促進住宅�
（昭和56年～ 62年度築）　単身申込可

三次町・吉舎町・�
三良坂町

30,000円～�
35,000円

鉄筋５階建、�
３DK、水洗

世帯の年間収入の12分
の１の額が、家賃の3倍
以上あること

市営住宅 入居者募集

※ 申し込みの際にマイナンバー（個人番号）と本人の確認を行います。「個人番号カード」か「番号通知カードと確認資料（運転免許証等の顔写真入りのもの１点
または健康保険証等顔写真のないもの２点）」をお持ちください。

※入居希望者が募集戸数を超える場合は当選者と補欠者を抽選で決定します。補欠者は、１年間申込住宅の補欠となります。
※入居要件のうち税等の完納については、当該市町村の税およびその他の料金が課税または賦課されていない方は、この限りではありません。

応募・問 財産管理課住宅管財係　☎0824-62-6161　 0824-62-6235　または各支所

応募・問 広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）　※定員になり次第、受け付けを締め切りますのでご了承ください。
　　　　☎・ 0824-62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/
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第14回 みよし文化祭「美術展」
三次市文化連盟会員および市民の皆さんの力作を展

示します。
▶と 　 き　１月28日（日）～２月４日（日）
▶と こ ろ　奥田元宋・小由女美術館
▶開館時間　９時～17時（最終日は16時まで）　
▶内 　 容　絵画の部、書の部、写真の部、工芸の部
▶入 場 料　無料
問 三次市文化連盟事務局（三次市民ホールきりり内）
 　☎0824-62-2222　 0824-62-2230

問 広島県立総合技術研究所
 　林業技術センター技術支援部
　☎0824-63-0897　 0824-63-7103

三次市重要文化財 「往
おう

来
らい

本
ぼん

」
デジタル化記念講演会

往
おう

来
らい

物
もの

の世界
―三次市往来本の価値と位置―

往来物とは、平安時代末期から
大正時代までの約1,000年間、日
本人が使い続けてきたよみ書き教
材の総称です。

今年度、三次市立図書館に保管
されていた貴重な往来本612点の

うち、196点をデジタル化した記念として講演会を開
催します。多数の皆さんの参加をお待ちしています。
▶と 　 き　２月25日（日）13時30分～15時
▶と こ ろ　三次市民ホールきりり　サロンホール
▶講 　 師　小

こ
泉
いずみ
�吉
よし
永
なが
さん（法政大学講師、往来物研究家）

▶対 象　三次市民、往来本に関心のある方
▶参 加 費　無料　※定員100人。整理券が必要です。

第８回

みわ凧
たこ

あげ大会
三和町の「冬の風物詩」

凧あげ大会が今年も開催
されます。多くの皆さん
のご参加をお待ちしてい
ます。

申・問 三和町自治連合会　☎0824-52-7086

▶と　き　１月28日（日）受付11時～
▶ところ　三和総合運動公園
▶参加要領
　①凧は「手作り凧」で大きさや種類は問いません。
　②地域、職場、仲間、個人でも参加できます。
　③町内外、どこの地域からでも参加できます。
▶申込期限　１月20日（土）

広島県立総合技術研究所
林業技術センター研究成果発表会

森林・林業・木材に関する研究の成果等についての
発表会です。ぜひご来場ください。
▶と　　き　２月９日（金）13時～16時
▶と こ ろ　みよしまちづくりセンター
▶特別講演
　「森林を育み、人を育む
　－意思のある森林づくりをめざして－」
　　講師　有限会社ウッズ�森林管理部　中

なか
島
しま
�彩
あや
さん

みわスポーツフェスティバル
東京オリンピック追加種目でも話題の

「ボルダリング」体験ほか様々なスポー
ツを楽しむことができるイベントです。
多くの皆さんの参加をお待ちしています。
▶と　き　２月25日（日）10時～
▶ところ　三和農業者トレーニングセンター、
　　　　　三和中学校体育館
▶内　容　�ボルダリング体験、吹き矢、昔遊び、バザーなど
▶参加費　無料（ボルダリング体験は１回100円）
問 NPO法人みわスポーツクラブ
 　（総合型地域スポーツクラブ）（定休日 水・日曜日）
 　☎0824-52-7120　 0824-52-7121

問 市立図書館（中央館）
　 ☎0824-62-2639　 0824-63-2861

【注】対象時間の「みよし 森のポッケ」の利用券が必要です。

みよし	森のポッケ

第２日曜日はカプラ®の日！

▶対象時間　第２クール（11時～12時10分）
　　　　　　第４クール（14時～15時10分）
▶ところ　みよし�森のポッケ１階　ワークショップスペース
▶参加費　無料

手作りおもちゃを作ろう！

問 みよし 森のポッケ
 　☎0824-62-6247　 0824-62-6300

山仕事講座 「自伐林家育成プログラム」講演会
夢の樹木として期待される広

こう
葉
よう
杉
ざん
。その可能性と、

鋸谷茂さんの提唱する「鋸谷式間伐」の実践理論を勉
強します。
▶と　き　２月10日（土）10時～15時（受付９時～）
▶ところ　みよしまちづくりセンター　ぺぺらホール
▶テーマ「広葉杉の可能性と鋸谷式間伐」
　講　師　森と木の研究所所長　鋸

おが
谷
や
　茂

しげる
さん

※定員100人

問 三次市森林・林業研究会　☎080-2896-1088（新見）

「お面をつくろう」
　節分用のオリジナルお面をつくろう！
▶と　き　１月21日（日）、28日（日）
「スプーン人形をつくろう」
　�木のスプーンとフェルトを使ってかわいい人形を
つくろう！
▶と　き　�２月４日（日）、10日（土）、12日（月・休）、

18日（日）、25日（日）
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▶２月中の休館日　２月14日（水）、15日（木）
▶開館時間　９時30分～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶入館料（常設展を含む）　 一　般800（700）円　ペアチケット（一般男女ペア）1,500円 

大学生400（300）円

ボランティアスタッフ募集！
奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんのご協力によって運営されています。
受付・監視、環境美化、ガイド、広報、事務・イベント、呈茶の各グループの中から、自分に合った活動でボランティアができます。

申・問 奥田元宋・小由女美術館　☎0824-65-0010　 0824-65-0012　 info@genso-sayume.jp

奥田元宋・小由女美術館

新年の１月２日から、奥田元宋・小由女美術館の常設展示室では新しい展示となりました。新年恒例の
展示となっています桜の大作《春

しゅん
耀
よう
》は奥田元宋の稀少な金屏風作品でもあり、高い人気を誇っています。

また、奥田小由女の人形作品では春の訪れを象徴する華やかな作品も紹介しています。

新春の日本画と人形「奥田元宋・奥田小由女の世界」

※高校生までの児童生徒、身体障害者手帳など所持者は観覧料無料　※（　）内は20人以上の団体

ふ
ど
き
の
丘
体
験
教
室

「
神
話
と
考
古
学
の
接
点
を
探
る

　
～『
古
事
記
』の『
比
婆
之
山
』を
め
ぐ
っ
て
～
」

●
と
　
き
　
２
月
11
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日
・
祝
）14
時
～
16
時

歴
風
ト
ー
ク

「
こ
ふ
ん
の
森
た
ん
け
ん
③�

野
鳥
か
ん
さ
つ
」

●
と
　
き
　
２
月
17
日（
土
）10
時
～
12
時

そ
の
他
の
予
定

奥田元宋《春耀》1987年

申
・
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み
よ
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土
記
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丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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三
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琴
・
尺
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●
と
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２
月
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土
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日
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①
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②
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時
～
15
時

●
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高
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はらみちを美術館企画展

三次市在住 田
た

森
もり

孝
たか

仁
ひろ

 戦前の三次おもかげ絵はがき展
▶と　き　開催中～１月28日（日）

毎月第３日曜日（11時・14時）にギャラリートーク開催中！
木
も

綿
めん

兎
と

主宰、川
かわ

崎
さき

員
かず

奥
お

さんによる人形解説と人形舞いをおこないます。

辻村寿三郎人形館

秋冬企画展　 藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

平安中期に瀬戸内海の海賊を率いて挙
兵した貴族「藤原純友」は初公開の作品
です。真っ黒い顔に舌を出している独特
の表情や繊細な衣装の中に、人物に秘め
られた素性や生き様が表現されていま
す。そのほか、生誕900年を迎える平清

※中学生以下、障害者手帳など所持者は無料
※（　）内は10人以上の団体料金

▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　水曜日
問 辻村寿三郎人形館（三次市歴史民俗資料館内）
 　☎・ 0824-64-1

ジ ュ
0３

サブ
６
ロー

▶と　　き　開催中～３月25日（日）
彷
さ ま よ

徨える石
いし

燈
どう

籠
ろう 三次五日市 常

じょう
夜
や

灯
とう

の遍歴
三次市歴史民俗資料館

三良坂平和美術館企画展

問 三良坂平和美術館　☎・ 0824-44-3214

懐かしい農村風景をミニチュアで再現。木の皮や板切れ
などを利用して、豊

とよ
原
はら

憲
のり

吉
よし

さんが制作された火の見やぐら
や水車小屋などのミニチュア作品30点を展示しています。
▶と　　き　開催中～３月31日（土）
▶休 館 日　�月曜日
▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶入 館 料　一般150円

柿手のスケッチブックVol.2
▶と　　き　開催中～3月25日（日）

吉舎歴史民俗資料館企画展

むかしの農村風景ミニチュア展

問 吉舎歴史民俗資料館　☎・ 0824-43-2231

常設展
広島県指定史跡「三

み

玉
たま

大
おお

塚
つか

古墳」出土品・復元模型
吉舎町の山城「南

なん

天
てん

山
ざん

城」「平
ひら

松
まつ

城」いずれも復元模型

※�高校生以下、65歳以上、障害者手帳などの所持者とその介助者は無料

三江線写真展
～江の川に寄り添って～

田
た

原
わら

幹
みき

夫
お

さん、山
やま

岡
おか

亮
りょう

治
じ

さんによる三江
線沿線の写真約40点を展示しています。
▶と　　き　開催中～３月24日（土）

盛の幼少期からの作品も展示しています。
▶と　き　開催中 ～ ３月25日（日）
▶入館料　一般800（700）円　学生400（300）円

予告 佐
さ

々
さ

木
き

暢
のぶ

子
こ

　日本画展「み仏さま」
日本画の素晴らしさと絵を描く喜びに目覚め、空

いている時間を使って描かれた作品です。
▶と　き　２月４日（日）～３月21日（水・祝）

問 美術館あーとあい・きさ　☎・ 0824-43-2231

美術館あーとあい・きさ企画展

保育所園児と小・中・高校の児童、生徒の皆さんが
授業で作成した作品を展示する美術展です。絵画や
書、立体作品など一生懸命作った力作を展示します。

町内 園児・小・中・高作品展

▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休館日　月曜日　※祝日は開館　▶入館料　無料

と　　　き 作　品
１月16日（火）～１月28日（日）
休館日：１月22日（月）

吉舎町内各保育所
と各小学校

２月１日（木）～２月12日（月・休）
休館日：２月５日（月） 日彰館高等学校

２月16日（金）～２月28日（水）
休館日：２月19日（月）・26日（月） 吉舎中学校

問 はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
 　☎0824-53-7021　 0824-53-2119

▶開館時間　９時～17時
▶休 館 日　１月16日（火）
▶入 館 料　一般300円　高校生150円
※中学生以下、障害者手帳など所持者とその介助者は無料

▶開館時間　９時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　月曜日（２月12日は開館）
▶入 館 料　一般400円　65歳以上300円
　　　　　　高校生200円　※中学生以下無料

平清盛
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第34回 宮島かき祭り

大野かきフェスティバル
問 （一社）宮島観光協会　☎0829-44-2011

問 （一社）はつかいち観光協会大野支部
 　☎0829-30-3533

宮島かきの格安料理コーナーやかきの直送・直売、
特産品コーナーなど内容盛りだくさんです。
▶と　き　� 2月10日（土）・11日（日）
� 両日とも10時～15時
▶ところ　� 宮島桟橋前広場　※入場無料

かき料理の販売はもとより、地域産品コーナー、
ステージ広場でのイベントやお子さん向けのちびっ
こ広場などでお楽しみいただけます。
▶と　き　� 2月11日（日）
� 9時30分～14時30分　※時間は予定
▶ところ　� ボートレース宮島（宮島競艇場）
� ※入場無料



無料
内　容 と　き ところ 問い合わせ先

障
害
者
相
談
会

「きこえ」に困っている人のための相談会
相談員　伊

だ
達
て

　元
げん

一
いち

郎
ろう

（身体障害者相談員）  ※要約筆記あり
２月10日（土）９時～12時

三次市福祉保健センター
１階相談室

三次市障害者
支援センター

☎0824-65-1131
0824-65-1132

知的障害の相談会 【要予約】
相談員　新

しん
元
もと

　史
ふみ

子
こ

（知的障害者相談員）
連絡先　☎090-2297-4546（新元）

２月18日（日）10時～12時

ピア・カウンセリング 【要予約】
ピアとは仲間の意味です。同じ障害を持っ
た仲間が相談を受けます。統合失調症な
どの病気との付き合い方・障害による就
職や生活の悩みほか。

随時
カウンセリング時間
約１時間

三次市福祉保健センター
２階活動交流室

（またはご自宅へ訪問）

三次市福祉総合相談支援センター
（高齢者・障害者・生活に困っている方の相談ほか） 平日の８時30分～17時15分 三次市福祉保健センター 三次市福祉総合

相談支援センター
（社会福祉課
 福祉総合相談係）

☎0824-62-6284
0824-62-6404

三次市福祉総合相談支援センター巡回相談会
※福祉に関わる６つの相談機関の相談員が対応 １月18日（木）10時～12時 布野保健福祉センター

消費生活相談 月・火・木・金曜日
９時～16時 市役所東館１階 市民課市民窓口係

（消費生活センター）
☎0824-62-6222

0824-63-2809
無料法律相談 【要予約】
※弁護士が対応

１月18日（木）、２月１日（木）
13時～16時 市役所本館６階

広島北部巡回法律相談センター 【要予約】
※弁護士が対応

１月26日（金） 市役所三良坂支所 広島北部巡回
法律相談センター

☎0120-969-214
（9時30分～16時）２月 9日（金） 市役所甲奴支所

三次市女性・子育て相談支援センター
（DV等の困りごと、子育ての悩み、ひとり親家庭
の支援に関することなど。専門の相談員が対応）

平日の８時30分~17時15分 市役所東館２階

女性活躍支援課女性活
躍支援係（女性・子育
て相談支援センター）

☎0824-64-6011
0824-62-6300

雇用のトラブル
※ 事業主と労働組合・労働者個人との紛争の円

満な解決をお手伝いします。
平日の８時30分~12時
　　　13時～17時 県庁東館７階

広島県労働委員会事務局
☎082-513-5162

082-228-2075

年金・労働相談会
（障害年金、職場トラブルほか。社会保険労務士
が対応）
※年金相談の方は年金定期便をご持参ください。

２月14日（水）
３月14日（水）
13時30分～16時

三次コミュニティセンター
社会保険労務士
井
いの

上
うえ

澄
すみ

子
こ

事務所
☎0824-62-0323

行政相談
（国等に対する意見ほか。行政相談委員が対応）
※ 日程が変更される場合がありますので、ご利

用の際はお問い合わせください。

１月17日（水）10時～12時 君田保健センター

総務省中国四国管区
行政評価局

☎082-228-6173
082-228-4955

１月18日（木） 9時～12時 粟屋コミュニティセンター

１月25日（木）14時～17時 八次コミュニティセンター

２月 9日（金） 9時～12時 市役所甲奴支所

２月13日（火） 9時～12時 作木福祉保健センター

２月13日（火）10時～15時
みわ保健センター

市役所吉舎支所

２月15日（木）９時～12時 三次コミュニティセンター

就職に向けたスキルアップ相談会
【対象】15歳～39歳の方
　　　 自分に合った就職活動の方法ほか。
※電話でお申し込みください。

２月 7日（水）・21日（水）
13時～15時

ハローワーク三次
大会議室

ひろしま北部若者
サポートステーション

☎082-516-6557
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■ひとことアドバイス
○ パソコンでサイトの閲覧中に、突然、警告音が鳴り出し、「ウイルスに

感染した」等という警告表示が表れたまま消えず、画面上の電話番号
に連絡させるように仕向ける事例が報告されています。音や画面表示
が出ても、慌てず、落ち着くことが大切です。 

○ 画面の連絡先に電話をすると、「警告音や画面を消すため」とウイルス
対策ソフト等をインストールさせられ、料金を請求されることがあり
ます。決して画面の連絡先に、電話をしてはいけません。

○ 警告音や画面を消す方法は独立行政法人情報処理推進機構（IPA）の
ホームページが参考になります。

 （独）国民生活センター「見守り新鮮情報」から

問 市民課市民窓口係（消費生活センター）　☎0824-62-6222　 0824-63-2809

ウェブサイト閲覧中のニセの警告音にだまされないで！
■相談例

パソコンで動画を見ていたら、突然警告
音が鳴り出し、止まらなくなった。パニッ
ク状態になり、画面に出ていた「対策をす
る」という表示のあった電話番号に連絡し
てしまった。電話の相手に1万円払えば音
を消してくれると言われ、仕方なくお願い
し、クレジットカード番号を教えた。

相手の遠隔操作により警告音と画面は消
えたが、不審である。 （60歳代　男性）

地域安全ニュース
三次警察署管内防犯組合連合会・三次警察署 問 三次警察署　☎0824-64-0110　 0824-64-0116

不審な電話に注意

運動目標
県民だれもが穏やかで幸せな暮らしを実感できる
日本一安全・安心な広島県の実現
身近な犯罪被害の抑止
子供・女性・高齢者等の安全確保
新たな犯罪脅威への対応

重点項目

平成 28年～平成 32年

「めざそう！
安全・安心・日本一」
ひろしまアクション・プラン

犯人がよく使う言葉
（特殊詐欺のキーワード）

広告

このような言葉は詐欺！

裁
判
に
な
る

お
金
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で
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ン
ビ
ニ
の

電
子
マ
ネ
ー
で
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逮
捕
さ
れ
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人
情
報
が
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て
い
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携
帯
電
話
を

持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

携
帯
電
話
の

番
号
が
変
わ
っ
た

有
料
サ
イ
ト
の

未
納
が
あ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
預
か
り
ま
す

「即断」より まず「相談」！
家族・地域で高齢者への
声掛けを！

お
金
を

振
り
込
ん
で

名
義
貸
し
は

犯
罪
だ

あ
と
で

返
金
す
る

お
金
を

受
け
取
り
に
行
く
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2 月の 主 な行事

☎0824-65-2211

お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

三次市の番組
「市役所ほっとニュース」　 デジタル11Ch 　毎週水曜日～新内容
「広報みよし朗読の時間」　 デジタル121Ch 　毎月 17 日・18 日 ９時～

月～金曜日

生放送 ▶ニュース　▶特集　▶お知らせ　▶天気
17 時30分スタート

三次の話題満載！

「情報ストリート
あっちこっち三次」放送中

特別番組 「2017書道パフォーマンス・カーター大会inこうぬ」
放送日　1月21日（日）13時～

　11月18日（土）に甲奴町で開催された書道パフォーマンス。高校８校と
　大学２校の書道部のメンバーが華麗で力強い筆さばきを披露します。

広島県立みよし公園（四拾貫町） ☎0824-66-3366　 0824-66-3370

3日㈯
ソフトテニス広島県国体少年強化練習会
きんさい♪フットサルリーグ2017

4日㈰
第７回ライスカップソフトバレーボール大会
きんさい♪フットサルリーグ2017

11（日・祝）･
12日（月・休） 中国中学校新人バレーボール大会

13日㈫ 第111回ミズノ杯パークゴルフ大会
15日㈭ ミズノ・スポーツ塾（鉄棒）

17日㈯
バレーボール指導者研修会
きんさい♪フットサルリーグ2017

18日㈰ 第27回三次オープン卓球大会
19日㈪ ガーデニング教室

20日㈫ PGともえ会月例会
23日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会
24日㈯ 三次インドアソフトテニス大会（ジュニアの部）
25日㈰ 三次インドアソフトテニス大会（一般・成年部）

みよし運動公園（東酒屋町）　☎0824-62-1994　 0824-64-0344
3日㈯・10日㈯・
17日㈯・24日㈯ ミズノ ソフトテニススクール

4日㈰
ポルテ招待試合
三次地区高等学校ソフトテニスインドア選手権大会

9日㈮ 平成29年度三次高等学校校内マラソン大会
17日㈯・18日㈰ 第３回キリンビバレッジ少年野球大会

※�詳しくは、ミズノグループの
　ホームページをご覧ください。

申・問 広島県立みよし公園
　　　（指定管理者：ミズノグループ）
　　　☎0824-66-3366
　　　 0824-66-3370

広島県立みよし公園へ行こう！

ミズノ・スポーツ塾（鉄棒教室）
と き　２月15日（木）
　・幼児の部（年中・年長）
　　17時～17時50分
　・小学生の部（１～３年生）
　　18時～18時50分
参加費　1人800円

三次市スポーツ推進委員協議会主
催のウォークラリーが開催され、子ど
もから大人まで42人が参加しました。
途中、３カ所のチェックポイントで出
題されるクイズに答えながら、みよし
運動公園を１周する約1.8㎞のコース
を完歩しました。

第43回�三次市民マラソン大会
（みよし運動公園陸上競技場特設コース）

第1回�ウォークラリーを開催
（みよし運動公園）

参加者・スポーツ推進委員全員で記念撮影

参加者全員で記念撮影 力走の様子

ウォーキング風景

三次市体育協会・三次市陸上競
技協会の主催により、第43回の
大会が開催されました。
子どもから大人まで過去最高

となる240人が参加しました。
600m（親子）・1,000m（小学生）・
3,000m（中学生以上）の3種目10
組に分かれて、号砲とともにゴー
ルに向かって走り抜きました。会
場は、子どもたちの笑顔と家族の
声援で大いに盛り上がりました。

11 26
日

12 2
土
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明けましておめでとうございます。新たな１年の始まりをいか
がお過ごしですか？�私が子どもの頃、正月といえば、凧揚げや
ソリをして遊び、しめ飾りを付けて走っている車をよく見かけ
ました。今では、そういった光景を見ることも少なくなり、正
月の様子も随分変わったなあと感じつつ、昔が懐かしく思い
出されます。さて、昨年の4月から広報紙を担当していますが、
振り返ると、自分の文章力と撮影技術の未熟さに反省しきりの
9カ月でした。分かりやすく充実した内容の広報紙をめざして、
一層がんばっていきますので、今年も引き続き「広報みよし」
をよろしくお願いします。慎

問 市立図書館（中央館）
 　☎0824-62-2639　 0824-63-2861

編集後記

三次市重要文化財「往
おう
来
らい
本
ぼん
」の

デジタル資料を公開中
三次市文化財「往来本」のデジタル資料を三次市

立図書館ホームページで公開を始めました。
往来本とは、平安時代末期から大正時代までの約

1,000年間、日本人が使い続けて
きた読み書き教材の総称です。

市立図書館設立の原点となる
往来本612点の貴重な資料の中
から厳選した196点をデジタル
化し、公開していますので、ぜひ
ご覧ください。

あわせて、記念講演会を開催し
ます。詳しくは、25ペーシの「お
でかけガイド」をご覧ください。

行　事　名 と　き 対　　象
市
（中央館）

立図書館　　☎0824-62-2639　 0824-63-2861
※場所はいずれも２階（畳コーナー）です。

このほんだいすき
ぷーさんの会 ２月 3日（土）　10：30 ～ 乳幼児から

ぐるんぱ ２月14日（水）　10：30 ～ 乳幼児から

紙芝居劇団「ことり」 ２月21日（水）　10：30 ～ 乳幼児から

たんぽぽ ２月17日（土）　14：00 ～ 幼児から

あかちゃんと絵本の森 ２月28日（水）　11：00 ～ 乳幼児から

トトロの読みかたり ２月24日（土）　15：00 ～ 乳幼児から

君田図書館　　☎・ 0824-53-7050

ばんびのお話し広場 ２月24日（土）　10：30 ～ 幼児から

布野図書館　　☎・ 0824-54-2288

絵本の会｢空色のたね｣ ２月17日（土）　10：30 ～ 幼児から

作木図書館　　☎・ 0824-55-2610

絵本の会｢どんぐり｣ ２月 8日（木）　15：15 ～ 幼児から

吉舎図書館　　☎・ 0824-43-4513

おはなし広場 ２月 3日（土）　10：30 ～ 幼児から一般

三良坂図書館　☎・ 0824-44-4506

おはなし会 ２月20日（火）　10：30 ～ 乳幼児から

三和図書館　　☎0824-52-3739　 0824-52-3740

読書会 ２月 1日（木）　 9：30 ～ 一般

絵本の広場 ２月17日（土）　14：00 ～ 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム ２月28日（水）　10：30 ～ 乳幼児

甲奴図書館　　☎0847-67-3532　 0847-67-3538
｢へびくんのおさんぽ｣
のおはなし会 ２月10日（土）　10：00 ～ 幼児から一般

※日程が変更になる場合があります。

検 索

広報みよし 2018.1月号31

本庁本館前 0.086 吉舎支所前 0.122
君田支所前 0.140 三良坂支所前 0.142
布野支所前 0.120 三和支所前 0.156
作木支所前 0.140 甲奴支所前 0.120
※ 測定数値は、健康に影響するレベルではありません。
※ 「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

単位：マイクロシーベルト毎時

12月の放射線量 12月20日（水）
地上１ｍの高さで簡易測定

月間有効求職者数………………………… 748人
月間有効求人数………………………… 1,349人
月間有効求人倍率……………………… 1.80倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎0824-62-8609　 0824-62-1859

11月の求人・求職状況 ハローワーク三次

図書館ニュース 2月

人口総数………………………53,211人（－54人）

男………………………………25,231人（－29人）

女………………………………27,980人（－25人）

世帯総数………………… 23,539世帯（－4世帯）

人口の動き 12月20日現在
（　）は対前月比※外国人を含む

１月の納付 納期限は
１月31日（水曜日）です

※納付相談はいつでも気軽にご連絡ください。
【納付方法について】収納課収納係 ☎0824-62-6127

▶国民健康保険税（普通徴収７期）
【課税内容について】 課税課市民税係　☎0824-62-6122

【保険料の内容について】市民課保険年金係 ☎0824-62-6134

▶介護保険料（普通徴収８期）
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収７期）

気象庁〈三次地点〉
気象統計資料による

降水量…………………………………… 30.5㎜
平均気温…………………………………… 2.3℃
最高気温………………………… 13.5℃（ 3日）
最低気温…………………………－2.1℃（ 6日）

12月の気象

※ 12月１日～ 20日の気象データに基づく数値



中国では、「桃」が「不老長寿」「エネルギーの源」という意味の
ある食べ物といわれていて、「すもも」も「もも」も「桃のうち」と
いうことで、皆さんに“元気”を与えられるように「プラム（すもも）」
と名付けました。
肩こりや腰痛、神経痛などの痛みの相談はもちろん、冷えや便秘
など体のお悩みを、年齢を問わず、お子さんから年配の方まで、幅
広く対応いたしますので、ぜひお気軽にご来院ください！

起業したきっかけは？
「人の役に立っている」と実感できる仕事がしたいと思い、そ
れまで勤めていた会社を退職し、鍼

しん
灸
きゅう
の免許を取得しました。

今までは店舗を持たずに訪問専門鍼灸としてやってきました
が、子どもが産まれるのを期に、自宅に併設した店舗で開業す
ることを決め、平成28年12月にお店をオープンしました。

お店の特徴は？
鍼灸の資格は、３年間専門の学校へ通わなければ取得できな
い国家資格です。骨格や筋肉、神経などの西洋医学の知識を基
に、東洋医学的な「流れ」や「体のバランス」を重視し、一人ひ
とりに合った「やさしい、心地よい刺激」で、本来体に備わって
いる「治っていく力」を引き出す治療をめざしています。また、
私自身の経験を生かし、妊娠しにくい方の東洋医学的視点から
の鍼灸治療、体質改善にも力を入れています。

今後の目標は？
鍼灸は、まだまだ世間での認知度が低く、特に若い世代の方
からは、「どんな時に行くのかわからない」「何をする所かわか
らない」という声を聞きます。働く世代の方、ストレスを感じ
ている方こそ体のメンテナンスをしてもらいたいです。“鍼”は
体の調子を整えるものです。日頃から体のメンテナンスをする
事はとても大切な事ですので、気軽に来院していただけるよう
な治療院にしていきたいです。

事業所概要 ��はり灸院　プラム
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プラム

中国自動車道 375

三次 I.C.

施術の様子

店内

住　　所：三次市東酒屋町1199-4
電　　話：0824-48-9009
定 休 日：日曜日・祝日
営業時間：月 ▲ 金 9時～ 16時
　　　　土　　9時～ 12時
E-mail��plum.acu@gmail.com
※ 平成30年3月から6月まで、産休・育休

をいただきます。
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Vol.13「三次市女性・若者・シニア起業支援事業補助金」を活用して起業された皆さんをご紹介します


